
スキー大好き
オーストラリア出身で斑尾でペンション経営を
しているルークさんと娘のミアちゃん（２歳）。
ミアちゃんは、スキーをするのは今シーズン初
めてで、これで３日目。スキーが大好きだとい
います。市内では、年末にまとまった降雪がなく、
１月に入り飯山らしい雪景色が広がりました。

J a n u a r y , 2 0 2 0　N o . 2 6 2
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3 		市報いいやま /	20.1

令和２年　年頭のごあいさつ

災害復興に全力をあげる

　新年あけましておめでとうございま
す。皆さまにおかれましては輝かしい
初春をお迎えのこととお慶び申し上げま
す。

　昨年は、新天皇が即位され令和という
新しい時代を迎えましたが、飯山市にと
りましては、正に「禍福は糾える縄の如
し」を実感した一年でありました。
　夏には「雪国から甲子園へ」の合言
葉のもと、飯山高校野球部が見事、甲
子園初出場を果たしました。甲子園での
試合当日、アルプススタンドを真っ白に
埋め尽くした大応援団の姿は、今も私の
目に焼き付いております。
　10月の令和元年台風第 19 号では、
飯山市は大きな被害を受けました。被害
に遭われた皆さまに、謹んでお見舞いを
申し上げます。市では、11月20日より
復興推進本部を設置し、被災者の住宅
支援や生活支援を進めてまいりました。
本年は、次に重点を置き復興を進めてま
いります。

　まずは、被災インフラの復旧です。特
に、破堤した皿川堤防につきましては、
千曲川と同じ高さの堤防となるフルバッ
ク方式による抜本的な治水対策の早期
着手を、長野県（河川管理者）にお願
いしました。
　多くの商店や事業所が浸水し、農地
も土砂堆積などの被害を受けたことで、
経済復興も喫緊の課題です。そのため、
商工業や農業に一刻も早く活気が戻りま
すよう、市の独自施策のほか、国・県の
支援制度なども活用しながら、全力で取
り組んでまいります。

　早期の災害復興を図るとともに、全て
の世代が安心・安全に暮らせるまちづく
りに、引き続き取り組んでまいりますの
でご理解とご協力をお願いいたします。
皆さまのご多幸とご健勝をご祈念申し上
げ、年頭のごあいさつといたします。

飯山市長

復 興
支 援

台風第19号災害に関する

各 種 支 援 策 と 窓 口 ☎62-3111
QR コードで
ホームページ
をチェック！

飯山市被災者支援ガイドブック 検 索

　飯山市中小企業融資制度の災害等対
策資金（設備・運転）について、台風
第 19 号の災害を受け、２年間の利子
補給と保証料の 100％補助を新たに
行っています。詳しくは、市役所	商
工観光課	商工係までお問い合わせく
ださい。
■対象者	 台風第 19号により被害を
	 受けた事業者
■限度額	 1,000 万円
■利率	 1.3％→２年間利子補給
■保証料	 補助額８割→10 割
■期間	 ７年以内（うち据置１年以内）
■保証人	 不要（ただし、法人は代表者）
■担保	 必要に応じて徴する

飯山市中小企業融資制度
災害対策資金（設備・運転）

被災された事業者を対象に
２年間利子補給と信用保証料全額補助

　被災した中小企業等の２者以上で構成するグループの復興事業計画に基づ
き事業者が行う施設復旧等の費用を補助。
■対象 台風第 19号により被災した中小企業等で構成するグループ
■対象経費 施設、設備の復旧費用等（資材・工事費、設備調達や移転設置
	 費、取壊し等含む）

■補助率等 7/8（国 4/8、県 2/8、市 1/8 ※）
■上限額 １事業所あたり15億円 ※市負担額分の上限 100 万円
■その他 グループを形成して「復興計画」を策定する必要があります。
	 詳しくは飯山商工会議所にお問い合わせください。

中小企業グループ施設等復旧整備補助事業（市上乗せ分含む）

　小規模事業者が商工会議所等の支援を受けながら経営計画を策定し、販路
開拓などの事業再建に取り組む費用を補助。
■対象者 台風第 19号により被害を受けた小規模事業者
■対象経費 機械装置等費、車両購入費、広報費、展示会等出展費、
	 旅費、開発費、資料購入費、雑役務費、借料、委託費、
	 設備廃棄等費、外注費等
■補助率等 5/6（国 4/6、市 1/6 ※）
■上限額 200万円 ※市負担額分の上限 50万円
■その他 商工会議所等の支援を受けて事業再建に取り組む必要あり

小規模事業者持続化補助金（市上乗せ分含む）

被災された中小企業等の皆さまのための支援策
 飯山商工会議所 ☎ 62-2162　　飯山市役所 商工観光課 商工係 ☎ 内線 211

新しいお知らせ

飯山市令和元年災害義援金の配分（支給）等 １次配分 について

 保健福祉課 社会福祉係 ☎ 内線 173

新しいお知らせ

詳しくは、お問い合わせいただくか、飯山
市ホームページをご覧ください。

被災された皆さまへのお知らせ

　義援金の第１次配分の内容が決定し、対象となる方へ通
知を郵送し、届け出の受付を行っています。あわせて、長
野県からの義援金および長野県共同募金会の援護金も支給
しています。
■対象者	 り災証明書の被害の程度が大規模半壊または
	 半壊となった世帯
■金額	 ●大規模半壊の世帯　235,000 円
	 ●半壊の世帯　　　　175,000 円
■配分方法	 口座振込
■届出期限	 令和 2年 1月 31 日（金）

■届出方法	 ●窓口の場合
	 振込先届出書、振込先預貯金通帳の写しを
	 窓口へお持ちください。
	 ●郵送の場合
	 郵送させていただいた届出書に記入、捺印
	 のうえ、振込先預貯金通帳の写しを添えて
	 郵送してください。
	 【郵送先】
	 〒 389-2292	長野県飯山市大字飯山 1110-1
	 飯山市役所　保健福祉課　社会福祉係　行



　台風19号により、居住する住宅が床上浸水以
上の被害を受けた被保険者の方について、後期
高齢者医療保険料の減免があります。申請書に
必要事項をご記入の上、ご提出をお願いします。
■減免割合	 大規模半壊・半壊　８割
	 床上浸水	 　　　 ５割
■対象者	 居住する住宅が床上浸水以上の被害を受けた
	 被保険者の方
■申請方法	 本人が確認できるもの、印鑑、り災証明書（写

し可）、床上浸水したことがわかる写真等をお
持ちのうえ、市民環境課国保年金係で申請手
続きをお願いします。

■その他	 保険料減免の決定については、長野県後期高
	 齢者医療後期連合により決定されます。
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　台風第 19号災害による被災等により雑損控除を受けられ
る方は、事前に損害額等の計算をお済ませください。計算
方法がわからない方は信濃中野税務署へお問い合わせくだ
さい。（関連 8㌻）

税の申告で雑損控除を受けられる方へ
信濃中野税務署 ☎ 0269-22-3151

　公営住宅やみなし仮設住宅の入居者、高齢者、障がい者、
生活困窮者、子育て世帯等の被災者に対し、安心した日常
生活を支えるため、生活支援相談員が見守り、生活支援、
地域交流等の総合的な支援を実施します。災害での困りご
と等がありましたらお気軽にご相談ください。（関連 33㌻）

災害での困りごと気軽にご相談ください
飯山市生活支援・地域ささえあいセンター ☎ 62-2840

　この制度は、台風第 19号によって甚大な被害を受けた被
災家屋等について、家屋所有者の申請に基づき、飯山市が
所有者に代わって解体・撤去を行うものです。
　すでに自費での解体・撤去が終わっている建物も対象と
なる場合があります。なお、現在制度を創設中のため、詳
細については、決定次第周知いたします。
■解体・撤去の対象
「り災証明書」で「大規模半壊」および「半壊」と判定され
たもので、倒壊の恐れがある個人の家屋等（上屋、基礎等）
■解体・撤去の対象とならないもの
リフォームや、屋根・壁など家屋の一部の工事
既に住宅応急修理制度を申請されている方

被災した家屋等の解体・撤去制度
移住定住推進課 住宅係 ☎ 内線 258

　被災した住宅に住むための修理に要した費用に対し、飯
山市が直接工事業者へ支払う制度です。詳しくは、移住定
住推進課 住宅係までお問い合わせいただくか、ホームペー
ジをご覧ください。早めの申し込みをお願いします。
■対象者
・住宅の被害が半壊、大規模半壊、一部損壊（準半壊）の被
害を受けた方（り災証明書をご確認ください）

・現在対象物件に住んでいる方
・応急仮設住宅（民間賃貸住宅）を利用しない方
  ※市営住宅を利用する方は利用できます。
■修理（破損した）の対象部分
住宅の応急修理の対象範囲は、床、外壁等の基本部分など、
日常生活に必要欠くことのできない部分であって、緊急に修
理を行うことが適当な個所が対象となります。
・屋根、柱、壁、基礎等の基本部分
・ドア等の開口部
・上下水道の配管や電気の配線
・トイレ等の衛生設備等
■対象外（自己負担）のもの
・内装（壁紙、ふすま、障子等）の張替えのみ、家電製品、家具
■費用の限度額（１世帯あたり）
「半壊」または「大規模半壊」の場合 595,000円（消費税込）
「一部損壊（準半壊）」の場合 300,000円（消費税込）
※限度額を超過した分は、自己負担となります。
■住宅でお困りの方へ
この他、市営住宅、民間賃貸住宅等についてもご案内できま
す。お気軽に市役所移住定住推進課までご相談ください。

住宅応急修理制度
移住定住推進課 住宅係 ☎ 内線 251

　台風第 19号により住宅が全壊、大規模半壊、半壊の被害
を受けられた方に生活再建の支援金を支給します。
　対象や金額、手続き等の詳細は、保健福祉課社会福祉係
までお問い合わせください。
■支給額	 複数世帯 /大規模半壊（50～ 250 万円）
	 半壊（50万円）
	 単身世帯 /大規模半壊（37.5 ～ 187.5 万円）※
	 半壊（37.5 万円）
■その他	 申請に必要な書類は被害状況により異なりま
	 すので 事前にお問い合わせください。

被災者生活再建支援制度の申請
保健福祉課 社会福祉係 ☎ 内線 182

被災された皆さまへのお知らせ 復 興 支 援

QR コードで
ホームページ
をチェック！

後期高齢者医療の減免申請について
市民環境課 国保年金係係 ☎ 内線 153・154
長野県後期高齢者医療広域連合 ☎ 026-229-5320

新しいお知らせ

　台風 19号により家屋等が浸水の被害を受け、介護保険料
の納付が困難となった第１号被保険者（65歳以上）の方は、
申請により保険料が免除または減免となる場合があります。
本人確認資料・印鑑・り災証明書を持参のうえ、市役所保
健福祉課 高齢者介護保険係で申請手続きをお願いします。
■対象者	 本人またはその属する世帯の生計維持者が居

住する家屋等が、浸水等により著しい損害を
受けた第１号被保険者

■必要書類	 減免申請書、り災証明書（写し可）、床上浸
水したことがわかる写真等

■減免期間	 令和元年 10月～令和２年３月（６ヵ月）
■申請期限	 令和２年３月 31日
■減免率	 大規模半壊・半壊　50％
	 床上浸水	 　　　 50％
	 床下浸水	 　　　 対象外
■その他	 申請時までに納付していただいている保険料

が減免決定後の納付額を上回る場合は、過納
分を後日還付いたします。

介護保険料の減免申請について
保健福祉課 高齢者介護保険係 ☎ 内線 156

新しいお知らせ
　対象や金額、申請手続き等の詳細は、保健福祉課社会福
祉係までお問い合わせください。
■対象者	 自然災害により世帯主が負傷した世帯、住居・
	 家財に被害を受けた世帯の世帯主で、市民税
	 における総所得金額が下記の額未満の方
	 （世帯員の数）総所得額
	 （1人）220 万円、（2人）430 万円、
	 （3人）620 万円、（4人）730 万円、
	 （5人以上）730万円に1人増すごとに30万円加算
■限度額	 被害程度によって 150 万円～ 350 万円
■金利	 保証人あり 無利子
	 保証人なし 年 1.5%（据置期間中は無利子）
■償還期間	 10 年（据置期間３年）
■償還方法	 年賦または半年賦または月賦
■申請書類	
・借入申込書（市役所保健福祉課社会福祉係窓口）
・診　断　書（災害により負傷した場合のみ）
・所得証明書（被害を受けた日の属する年の前年において

他の市町村に居住していた方のみ）
■申請期限	 令和２年１月 31日

災害援護資金の貸付
保健福祉課 社会福祉係 ☎ 内線 182

　 i ネットへ契約されている方のうち、台風第 19号により
住宅が大規模半壊、半壊の被害を受けられた方については、
下記により一定期間の使用料免除を予定しております。り
災証明を受けられた方については申請は不要です。
■免除対象	 り災証明で半壊以上の被害を受けた住宅
■免除期間	 令和元年 10月および 11月（２カ月間）
■対象料金	 テレビ使用料、インターネット使用料
■免除方法	 既に納入された使用料を２カ月間繰り下げさ

せていただきます。解約又は休止された方に
ついては還付します。

■手続き	 特別な手続きは不要です。免除が確定し	まし
たらその内容を郵送します。

i ネットの
テレビとインターネット料金の減免

事業戦略室 情報政策係 ☎ 内線 387

新しいお知らせ

　対象や金額、手続き等の詳細は、保健福祉課社会福祉係
までお問い合わせください。
■対象世帯	 住宅が床上浸水した世帯（国や県の被災者生活
	 再建支援制度の対象にならない世帯で、対象世
	 帯には通知発送済み）
■支給金額	 県５万円、市５万円（あわせて10万円の支給）
■申請窓口	 市役所１階　保健福祉課社会福祉係
■申請期限	 令和２年２月28日

災害見舞金について
保健福祉課 社会福祉係 ☎ 内線 182

※広報飯山令和元年 12 月号 5 ページの被災者生活再建支援制度の
申請の「複数世帯の大規模半壊」の金額が「50 ～ 200 万円」となって
いましたが、正しくは「50 ～ 250 万円」です。また、「単身世帯の大規
模半壊」の金額が「50 ～187.5 万円」となっていましたが、正しくは、「37.5
～187.5 万円」の誤りです。訂正してお詫びいたします。

市民環境課 国保年金係係 ☎ 内線 153・154

国民健康保険に加入の皆さまへ

被災後に病院・薬局等に支払った
自己負担額を還付します

新しいお知らせ

　被災された方で、病院・薬局等の医療機関を受診し、自己
負担額（一部負担金）を支払われた方は、申請により、支払っ
た金額を還付します。詳しくはお問い合わせください。
■対象者	 住家が床上浸水以上の被災をされた方、生計
	 維持者が業務を廃止・休止された方など
■対象医療費	 昨年 10 月 12 日以後に医療機関で支払った
	 自己負担額（一部負担金）
	 ※入院時の食事代等は対象外
■手続き	 　被保険者証、印鑑、医療費の領収書、振込先

口座がわかるもの、り災証明書、床上浸水し
たことがわかる写真等をお持ちいただき、市
民環境課国保年金係までお越しください。
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マイナンバーカードの手続き方法

メ リ ッ トマイナンバーカードの主な

住民票やマイナンバーカードなどへ

旧
き ゅ う う じ

氏（旧姓）が併記できるようになりました

マイナンバーカード
は無料で取得でき、便
利なサービスを利用
することができます。
カードに税や年金な
どの個人情報は入っ
てなく、顔写真付きで
他人が成りすまして
使うことはできませ
ん。

■旧氏（旧姓）が併記の対象となる証明書等
・住民票の写し
・住民票記載事項証明書
・印鑑登録証明書
・町名地番変更証明書
・マイナンバーカードまたはマイナンバー通知カード
申請をすると対象となる全てに旧氏（旧姓）が併記されます。なお、健康保
険証、税関係の証明書などには併記されません。また、コンビニ交付で印鑑
登録証明書をお取りいただいた場合は、旧氏（旧姓）は表示されません。

住民基本台帳法施行令等の一部が改正され、本人からの申し出により、住民票・マイナンバーカード等に旧氏（旧
姓）※を併記することができるようになりました。併記を希望される方は、市民環境課市民係までお越しください。

①申請してください
平成 27年秋ごろ郵送された通知カードにつ
いている交付申請書に顔写真（６カ月以内に
撮影したもの）を貼って郵送してください。
交付申請書がない場合は市役所市民環境課で
発行いたします。パソコン・スマートフォン・
まちなかの証明写真機からも申請できます。

②約１カ月後、市役所にカードが届きます
カードの準備ができましたら、市役所からご自宅に交付通
知をお送りします。

③市役所でカードをお受け取りください
必要な持ち物をお持ちの上、市民環境課にお越しください。
なりすまし防止のため、お手数ですがご本人の来庁をお願
いいたします。

※旧氏（旧姓）とは、過去に称していた氏です。（婚姻前の氏、
　養子縁組前の氏など）

お知らせ Pickup ⤴ お知らせ Pickup ⤴
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

つ
く
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

こ
れ
か
ら
は
手
放
せ
な
い

く
ら
し
が
便
利
に
！

●マイナンバー総合フリーダイヤル　☎ 0120-95-0178
●市役所窓口　☎ 62-3111
　マイナンバーカード・コンビニ交付　市民環境課　内線 151
　マイナポイント　　　　　　　事業戦略室　内線 387

■公的な身分証明書として利用できる
運転免許証等と同じく顔写真付きの
公的な身分証明書として利用できま
す。

全国の主なコンビニエンスストア（セブン -イレブン、ローソ
ン、ファミリーマートなど）で早朝・夜間、休日でも取得で
きます。毎日 6:30 ～ 23:00　
※年末年始、メンテナンス時は利用できません

■コンビニで住民票などが取れる

【取得できる証明書】
・住民票の写し
・戸籍（全部・個人事項）証明書
・戸籍の附票の写し
・印鑑登録証明書

■必要なもの
・併記したい旧氏（旧姓）が記載された戸籍から現在
　までの連続した戸籍（全部・個人事項）証明書
・本人確認書類（運転免許証、パスポートなど）
・マイナンバーカードまたはマイナンバー通知カード
■申請場所
　市役所１階 市民環境課市民係

今後国では、マイナンバーカードを活用した
消費活性化策（マイナポイント）や健康保険
証として利用することを予定しています。な
お、マイナポイントの利用にはマイナンバー
カードとマイキーＩＤが必要です。詳しくは、
ホームページをご覧いただくか、お問い合わ
せください。

■これから始まるサービス

QR コードで
ホームページ
をチェック！

QR コードで
ホームページ
をチェック！

詳しくはホームページをご
覧ください。
http://www.isnowfes.org/
◀QR コードでチェック！

マイナポイント 検 索

 Pickup ⤴

いいやま雪まつり実行委員会 ☎ 62-0156 いいやま雪まつり

「なちゅら」および 市内全域
いいやま雪まつり

2/8㈯・9㈰は３つの会場で「雪」を遊びつくせ！

かまくら祭り 秋津雪だるま
まつり

　冬の一大イベント「いいやま雪まつり」が今年も
開催されます。今回はメーン会場を飯山市文化交
流館なちゅらに移します。これまでどおり大型雪像
の設置をするほか、施設を活かしたさまざまなイベ
ントを行います。
　なお、メーン会場の近くには駐車場がありません。
会場と駐車場を結ぶシャトルバス（無料）を運行
します。また、会場設営のため文化交流館交差点
からなちゅら駐車場へは、１月下旬から車両の進入
ができなくなります。なちゅら駐車場へは北（市公
民館）側から迂回いただくようお願いします。

第 20 回

第 38 回

かまくら祭り実行委員会（外様地区活性化センター内） ☎ 62-1029

外様地区
レストランことぶき村周辺

レストランかまくら村
（要予約）【予約受付】信州いいやま観光局 ☎ 62-3133
1/24 ～ 3/1 まで営業しています。かまくらの中で地元産の食材を
ふんだんに使った名物の「のろし鍋」をお楽しみください。

　国の天然記念物・黒岩山のふも
と「かまくらの里」で今年もかま
くら祭りが行われます。雪原に並
ぶたくさんのかまくら。市民の皆
さんも豪雪地飯山ならではの景色
をお楽しみください。詳しくは
ホームページをご覧いただくか、
お問い合わせください。

※各イベントの内容は天候などにより変更になることがあります。

◀QR コードで
ホームページ
をチェック！

今年は、2/1㈯に
外様地区活性化センターで
かまくらシンポジウム

を開催！！

【イベント内容】
○宝探しゲーム　　　　　   ○かまくらペイント・障害物競走
○もちつき大会　　　　　    ○雪上車・スノーモービル試乗会
○お祝い記念花火大会（8 日夜） ○雪積みタワーレース　ほか

第 22 回

秋津地区伍位野交差点
ポケットパーク

　飯山の南の入り口
に大きな雪だるまが
出現。胴体部分には
スノースライダーの
コースが整備されるな
ど、子どもたちにも
大人気です。

雪だるままつり実行委員会
（秋津地区活性化センター内）　☎ 62-2330

【イベント内容】
ビンゴゲーム、トン汁サービス、売店　ほか

今年のメーン会場は
飯山市文化交流館

「なちゅら」です



●市・県民税の申告が必要な方
　▽令和２年１月１日現在で飯山市にお住まいの方
　▽飯山市内に事務所、事業所、家屋敷がある方
　▽国民健康保険に加入されている方
　※市では申告が必要と思われる方へ 1月下旬に申告書類を
発送します。届かなかった方も、該当と思われる方は　
申告をお願いします。

●申告の必要がない方
　▽税務署へ所得税確定申告書を提出する方
　▽収入が１カ所からの給与または公的年金等だけで、支払
　　者から市役所へ「給与支払報告書」等が提出されている
　　方（２カ所以上から給与や年金をもらっている方や各控
　　除を受けようとする方は申告が必要です。）
　▽令和元年中に収入がなく、市内にお住まいの方の扶養親
　　族になっている方

令和元年中（１月１日～ 12 月 31 日）の所得について市・県民税申告
書に必要事項をご記入のうえ、３月 16日までに市へ申告してください。

月　日 対　象　地　区 会　場

秋津 2/17 ㈪ 上組、中山根、伍位野、茂右エ門新田、深沢、飯駒、荒船 秋津地区
活性化センター2/18 ㈫ 大久保、中町、中町北部、北畑、秋津中央、南善寺

木島 2/19 ㈬ 山岸、其綿、吉、上新田、野坂田 木島地区
活性化センター2/20 ㈭ 安田、坂井、下木島、天神堂

柳原 2/21 ㈮ 柳原地区全域 柳原地区
活性化センター

瑞穂 2/25 ㈫ 戸那子、中組、富田、福島、関沢 瑞穂地区
活性化センター2/26 ㈬ 神戸、小菅、針田、笹沢、柏尾、北原

常盤 2/27 ㈭ 大池、上水沢、下水沢、大塚、小泉、戸狩、戸狩新田、上野 常盤地区
活性化センター2/28 ㈮ 大倉崎、柳新田、戸隠、小沼

外様 3/3 ㈫ 外様地区全域 外様地区
活性化センター

太田 3/4 ㈬ 小境、柳沢、五束、堀之内、北条、五荷、瀬木、三郷 太田地区
活性化センター3/5 ㈭ 蕨野、曽根、今井、大深

岡山 3/6 ㈮ 岡山地区全域 岡山地区
活性化センター

富倉 3/9 ㈪ 富倉地区全域 富倉地区
活性化センター

飯山
3/10 ㈫ 県町、新町、上町、栄町、鉄砲町、奈良沢、上倉、肴町

飯山市公民館
3/11 ㈬ 本町、福寿町、田町、北町、愛宕町、神明町、市ノ口、有尾、

西山、曙町、分道、金山、斑尾、南新町、松倉

全区 3/12 ㈭ 市内全域 飯山市公民館3/13 ㈮

〇給与所得者・年金受給者に対する税務相談
関東信越税理士会信濃中野支部では、給与所得者で医療
費控除を受ける方、年金受給者で確定申告が必要な方等
を対象に無料税務相談を開催します。
最寄りの税理士事務所へ事前に電話連絡のうえお出かけ
ください。
■日　時　2月 5日㈬　9時 30 分～ 16時
■場　所　各税理士事務所
猪瀬康夫（秋津☎ 63-2076）春日章吉（飯山☎ 62-2335）
中澤茂樹（木島☎ 62-2361）中澤英樹（木島☎ 62-2361）
樋口一男（秋津☎ 63-3921）

〇所得税の確定申告相談
税理士による営業、青色申告等の確定申告相談を開催し
ます。
■日　時　2月 21 日㈮ 9時 30 分～12時、13時～15時
■場　所　市役所 4階
※譲渡所得（公共事業の買収）については、税務署また
は市の税務相談をご利用ください。
※ 1日にお受けできる人数は、20名程度です。お待ちい
ただく場合がありますので、時間に余裕をもってお出
かけください。

税の申告は　　　　正しくお早めに

【農業所得、不動産所得、営業所得の申告】
　必要経費の項目ごとに領収書をまとめ、収支内訳書を作成しておいてください。必要経費の項目がわからない方は、国税
庁ホームページをご覧になるか、信濃中野税務署または市役所税務課までお問い合わせください。

【雑損控除を受けられる方】
　台風第 19号災害による被災等により雑損控除を受けられる方は、事前に損害額等の計算をお済ませください。計算方法
がわからない方は信濃中野税務署へお問い合わせください。	

【医療費控除を受けられる方】
　控除対象となる領収書は次のように整理してください。また、入院などで生命保険や健康保険から給付を受けた場合は、
金額の確認をお願いします。
　①個人ごとに分ける　②医療機関ごとに分ける　③それぞれ分けたものの合計金額を計算する
申告相談の際は、医療保険者からの医療費通知（医療費のお知らせなど）と領収書をご持参ください。

申告の相談時間短縮のため事前準備をお願いします

電話自動予約システム

電話音声メッセージ 押す（ダイヤルする）番号

❶
「こちらは、飯山市税務相談自動電話予約
です。最初に 　 （星印）と₀（ゼロ）を
続けて押してください」

発信音の後に、あなたの電話機の 　 またはトーンボ
タン、続けて₀を押してください。（❷へ進めない方
は携帯電話でおかけ直しください）

❷ 「予約は㆒、取り消しは叅、確認は⓹を
押してください」

予約は㆒を押す
（予約を取り消すとき叅、予約を確認するとき⓹）

❸ 「あなたの自宅の固定電話番号を押してく
ださい」

あなたの自宅の電話番号を押します
（62 局 0000 番なら⓺㆓₀₀₀₀と押します）
携帯電話の場合は下 6 けたの番号をダイヤル
090-＊＊12-3456 は㆒㆓叅㆕⓹⓺とダイヤル

❹
「あなたの電話番号は⑥②の⓪⓪⓪⓪です
ね。よろしければ㆒、間違っている場合
は叅を押してください」

番号が正しいときは㆒を押します
（叅を押すと、もう一度❸に戻ります）

❺ 「予約希望の月日を押してください」 ４けたで押します
（2 月 27 日なら₀㆓㆓柒と押します）

❻
「予約希望時間を押してください」
（予約時間は午前 9 時から午後 3 時まで、
30 分単位で受け付けます）

24 時間形式、4 けたで押します
（午前 9 時の場合は₀⓽₀₀と押し、午後２時 30
分の場合は㆒㆕叅₀と押します）

❼

「予約は、○月○日○時○分になります。
よろしければ㆒、時間が不都合なら叅、
希望日を変えたいときは⓹を押してくだ
さい」（希望時間が予約でいっぱいのとき
は、別の希望時間を押してください）

予約日時がよければ㆒を押します
（時間を変えたいとき：叅（❻に戻ります））
（日を変えたいとき：⓹（❺に戻ります））

❽
「当日多少お待ちいただくこともあります
が、あらかじめご了承ください。ありがと
うございました。これで受付を終わります」

最後まで聞いてから受話器を置いてください
（これで予約完了です。当日は、予約時間までに相談
会場へお越しください）

2 月３日㈪　午前 10 時から
電話自動予約受付を開始します

予約専用 ☎ 62-1401

■ 2 月 3 日の午前 10 時から申
告相談の受付が電話予約でき
ます（24時間）。各相談日の前
日の午後 3 時まで受け付けて
います。

■ 相談日が月曜の場合は、前週
の金曜日の午後 3 時までとな
ります。

■ 利用方法は右記のとおりです。
「市県民税申告の手引き」にも記
載してあります。

■ 3 月 12 日、13 日の予約はで
きません。

　税務課では、２月 17 日か
ら３月 13 日の間、市内各地
区で申告相談を行います。（期
日等は右表参照）

※期間中は市役所窓口で申告
相談はできません。（提出
のみです）

※相談内容によっては税務署
での申告が必要となる場合
があります。

●申告に必要なもの
　①前年中の収入がわかるもの（給与や公的年金の源泉徴収票、報酬などの支払調書など）
　②収入や必要経費を記入した収支内訳書および帳簿類等（営業・農業・不動産所得がある場合）
　③社会保険料などの支払額がわかるもの（国民年金保険料、生命保険料控除証明書など）
　④医療費控除を受ける方は、医療費の明細書など
　⑤個人番号カードまたは通知カードと本人確認書類（運転免許証など）
　⑥印鑑
　※国税庁から「確定申告のお知らせ」はがきが送付された方はご持参ください。

申 告 相 談 を
行います

【受付時間】
午前は9時から11時30分まで
午後は1時から3時まで

（柳原地区は午後 4 時まで、
富倉地区は午前のみ）

市県民税の申告について
申告相談の
電話自動予約

信濃中野税務署では、所得税・個人消費税・贈与税の確定申告
会場を次のとおり開設します。

■期　間　２月 17 日㈪～３月 16 日㈪（土日祝日を除く）
■会　場　信濃中野税務署　２階
■時　間　９時～ 17 時（受付午前８時 30 分～午後４時）
■その他
○確定申告会場は大変混雑するため、長時間お待ちいただく場
合や、受付を早めに締め切る場合があります。
〇申告書の作成には時間を要するため、午後 3 時ごろまでにお
越しください。

国税庁ホームページの「確定申告書等作成コー
ナー」をご利用いただくと夜間や休日など、ご都合
の良い時間に作成することができます。「ID・パス
ワード方式の届出完了通知」をお持ちの方は、１
月からIDとパスワードを入力すれば e-Taxで申告
することができます。詳しくは、国税庁ホームペー
ジ（http://www.nta.go.jp）をご覧いただくか、
e-Tax・作成コーナーヘルプデスク☎ 0570-01-5901（平日）ま
でお問い合わせください。

信濃中野税務署から確定申告のお知らせ

申告はインターネットが便利です

税理士による税務相談が受けられます

QR コードで
ホームページ
をチェック！

9 		市報いいやま /	20.1 8

お知らせ Pickup ⤴ お知らせ Pickup ⤴

税務課  市民税係 ☎ 62-3111 内線 161・162
信濃中野税務署　☎ 0269-22-3151
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会計年度任用職員（非常勤職員）を募集します

来
年
度
は
飯
山
仏
壇
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
大
作
戦
を
展
開

グランプリを受賞したポスターと明石洋一さんと深川麻衣さん

左から 江口さん、池田さん、沼田さん、足立市長、
水野さん、大月さん

　
「
飯
山
仏
壇
通
り
大
人
の
展

覧
会
人
生
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
テ
ス

ト
発
表
会
」
が
12
月
21
日
に
な

ち
ゅ
ら
で
行
わ
れ
、
明
石
佛
壇

店
が
グ
ラ
ン
プ
リ
を
、
春
栄
堂

が
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
賞
等
を
受
賞

し
、元
乃
木
坂
46
の
メ
ン

バ
ー
で
、
N　
H　
K
の
連
続
テ

レ
ビ
小
説
「
ま
ん
ぷ
く
」
に
出

演
し
て
い
た
仏
壇
通
り
ア
ン
バ

サ
ダ
ー
の
深
川
麻
衣
さ
ん
か
ら

賞
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
飯
山
仏
壇
事
業
協

同
組
合
が
主
催
し
、
話
題
作
り

を
し
な
が
ら
、
仏
壇
産
業
振
興

を
図
ろ
う
と
、昨
年
11
月
か
ら
、

飯
山
仏
壇
の
店
主
の
人
柄
、
信

条
、
趣
味
、
恋
愛
、
家
族
愛
、

人
生
を
表
現
し
た
ポ
ス
タ
ー
コ

ン
テ
ス
ト
を
飯
山
仏
壇
通
り
で

開
催
し
て
い
た
も
の
で
す
。

　

上
海
一
徳
理
事
長
か
ら
来
年

度
飯
山
仏
壇
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

大
作
戦
を
展
開
す
る
と
発
表
が

あ
り
、
グ
ラ
ン
プ
リ
と
ア
ン
バ

サ
ダ
ー
賞
を
受
賞
し
た
店
主
に

営
業
本
部
長
、
総
務
本
部
長
の

辞
令
を
手
渡
し
ま
し
た
。

飯
山
市
米
・
食
味
コ
ン
ク
ー
ル
沼
田
さ
ん
が
グ
ラ
ン
プ
リ

　

12
月
19
日
に
、
市
役
所
で
第

６
回
飯
山
市
米・食
味
コ
ン
ク
ー

ル
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
グ
ラ

ン
プ
リ
に
沼
田
浩
徳
さ
ん
（
岡

山
地
区
）
が
、
準
グ
ラ
ン
プ
リ

に
水
野
尚
哉
さ
ん
（
太
田
地
区
）

が
受
賞
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
第
21
回
米
・
食
味
分

析
鑑
定
コ
ン
ク
ー
ル
国
際
大
会

で
、
総
合
部
門
で
特
別
優
秀
賞

に
沼
田
さ
ん
が
受
賞
、
第
16
回

お
米
日
本
一
コ
ン
テ
ス
ト
in
し

ず
お
か
２
０
１
９
で
は
、
特
別

最
高
金
賞
に
水
野
さ
ん
が
、
最

高
金
賞
に
沼
田
さ
ん
が
受
賞
さ

れ
、
足
立
市
長
に
報
告
し
ま
し

た
。
沼
田
さ
ん
は
、「
関
係
者
の

皆
さ
ま
に
感
謝
し
た
い
。
今
後

ふ
る
さ
と
納
税
な
ど
の
経
済
分

野
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。」
と

抱
負
を
語
り
ま
し
た
。

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ま
へ

感
謝
状
を
贈
呈

お知らせ Pickup ⤴

区　分 フルタイム パートタイム 障がいをお持ちの方
月 21 日勤務 月 14 日勤務

募 集 職 種
本庁、公民館及び学校保育園等に勤務す
る事務職及び専門職（保健師、保育士、
保育園給食調理員、栄養士、司書、社会
福祉士等）労務職（市道管理作業員）

本庁、公民館及び学校保育園等
に勤務する事務職及び専門職

（看護師、保育士、保育園・学
校給食調理員、技術指導など）

本庁、福祉企業センター、公民館に勤務
する事務職、作業指導員及び労務職（施
設管理）

給与・報酬
給与、通勤手当、期末手当、時間外手当等

事務職初任給 146,100 円
初任給は職種により異なる

報酬、期末手当、費用弁償（通勤）

事務職初任給 131,962 円
初任給は職種により異なる

報酬、期末手当、
費用弁償（通勤）

初任給 131,962 円

報酬、期末手当、
費用弁償（通勤）

1 時間 898 円

勤 務 日 数 月平均 21 日（常勤職員と同じ） 月平均 21 日（常勤職員と同じ） 月平均 21 日
（常勤職員と同じ）

月 14 日

勤 務 時 間
８時 30 分～ 17 時 15 分

（１日７時間 45 分）
時間外勤務、休日勤務がある場合あり

８時 30 分～ 17 時 15 分の間
の１日７時間
※職種により勤務時間が異なる
場合あり

８時 30 分～ 17 時
15 分の間の７時間

８時 30 分～ 17
時 15 分の間の最
大 6 時間 30 分

勤 務 場 所 本庁、公民館、学校保育園等（職種により異なります） 本庁、福祉企業センター、公民館

休 日 原則として、土曜日、日曜日、国民の祝日、年末年始 (12 月 29 日～ 1 月 3 日 )

初 年 度
年 次 休 暇 10 日 10 日 10 日 5 日

特 別 休 暇 忌引等別途規定あり

保 険 等 社会保険・雇用保険あり 6 時間以上勤務の職で社会保
険・雇用保険あり

社会保険・雇用保
険あり 雇用保険あり

■申込方法
　会計年度任用職員採用候補者実施要項をご覧い
ただきお申込みください。要項はホームページに
掲載されているほか、市役所３階庶務課庶務係で
配布しています。また、申し込みには、ハローワー
クからの紹介状が必要となる場合があります。詳
しくはお問い合わせください。

▼グランプリ
沼田浩徳さん（岡山地区）

▼準グランプリ
水野尚哉さん（太田地区）

▼優秀賞
池田春彦さん（木島地区）
江口卓也さん（岡山地区）
大月健一さん（瑞穂地区）

■勤務条件等

■申込締切　１月 31日（金）
■試験日　　２月８日（土）、９日（日）
■試験内容
　事務職：事務能力基礎試験、口述試験
　専門職：口述試験
　障害をお持ちの方：口述試験　
※事務能力基礎試験は日常の業務で必要な基礎的能力をみる試験です。
試験の準備は必要ありません。

　会計年度任用職員（非常勤職員）を募集しています。
会計年度任用職員の方には、一定期間（任期1年以内）
任用させてていただき、事務職、専門職種など市行政の一
翼を担っていただきます（勤務成績により更新あり）。詳細
については、市ホームページ、または庶務課庶務係へお問
い合わせください。

  庶務課庶務係　☎ 62-3111（内線 333）

QR コードで
ホームページ
をチェック！

飯山のニュース

感謝状贈呈式に出席いただいた市内の皆さま
写真左から（名称・氏名・功績概要）
・癒し隊 in 飯山 小林美代子さん、上原直美さん
　　被災者などを対象とし施術を実施。
・㈲松原商事 松原佳祐 代表取締役
　　独自に集めたボランティアとともに災害ごみの分別作業を実施。
・㈲ゆりかご 宮崎慎也 代表取締役
　　要介護者への支援に貢献。
・飯山赤十字病院 石坂克彦 院長
　　医療従事者チームにより避難者救護に貢献。
・飯山市上下水道工事組合　山崎健吾 会長
　　下水道インフラの維持メンテナンス等に貢献。

　

令
和
元
年
台
風
第
19
号
に

伴
う
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆

さ
ま
14
団
体
へ
感
謝
状
が
送
ら

れ
ま
し
た
。

　

12
月
25
日
に
、
市
役
所
で
行

わ
れ
た
感
謝
状
贈
呈
式
に
は
、

市
内
５
団
体
の
皆
さ
ま
に
参
加

い
た
だ
き
、
足
立
市
長
か
ら
感

謝
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

足
立
市
長
は
、「
そ
れ
ぞ
れ

の
御
立
場
か
ら
、
被
災
さ
れ
た

方
々
に
寄
り
添
っ
た
活
動
を
自

発
的
に
実
施
さ
れ
、
市
民
を
元

気
づ
け
る
と
と
も
に
、
復
旧
・

復
興
に
多
大
な
貢
献
を
い
た
だ

い
た
。」
と
感
謝
の
気
持
ち
を

込
め
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
贈
呈
式
に
出
席
い
た

だ
い
た
方
そ
れ
ぞ
れ
か
ら
、
活

動
を
始
め
た
き
っ
か
け
、
当
時

の
様
子
や
、
思
い
な
ど
を
あ
い

さ
つ
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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▲しろやま保育園の園児たち

◀ミニオンのオリジナル
商品を足立市長から受
け取る園児

バ
サ
ー
ス
ト
ハ
イ
キ
ャ
ン
パ
ス
訪
問
団
が
市
長
に
報
告

　

市
の
国
際
交
流
事
業
に
よ
り

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
バ
サ
ー
ス
ト

市
を
訪
れ
た
中
高
生
10
名
が
12

月
13
日
、
足
立
市
長
へ
の
報
告

会
で
訪
問
の
感
想
や
学
び
の
成

果
を
そ
れ
ぞ
れ
発
表
し
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
、
市
教
育
委
員

会
お
よ
び
飯
山
高
校
が
バ
サ
ー

ス
ト
ハ
イ
キ
ャ
ン
パ
ス
と
姉
妹
校

協
定
を
結
び
交
流
を
行
っ
て
い

る
も
の
で
、
11
月
23
日
か
ら
の

８
日
間
、
生
徒
た
ち
は
バ
サ
ー

ス
ト
の
生
徒
の
家
庭
に
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
し
な
が
ら
学
校
生
活
や

異
文
化
体
験
を
通
し
て
、
交
流

を
深
め
ま
し
た
。

　

城
南
中
３
年
の
渡
辺
擁
誓

（
わ
た
な
べ
よ
う
せ
い
）
さ
ん
は

「
日
が
た
つ
に
つ
れ
、
会
話
で
き

る
よ
う
に
な
り
楽
し
か
っ
た
。

英
語
の
中
で
の
生
活
で
新
し
い

価
値
観
が
芽
生
え
、
友
達
も
で

き
た
。」
と
報
告
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
城
北
中
３
年
の
木
鋪

桜
子
（
き
し
く
さ
く
ら
こ
）
さ

ん
は
「
英
語
力
が
足
り
な
い
と

何
度
も
感
じ
た
。
こ
の
経
験
が

英
語
を
頑
張
り
た
い
と
い
う

訪問したことで「変わった」と語る城南中
学校３年の渡辺さん

西
大
滝
区
に
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
離
着
陸
用
ヘ
リ
ポ
ー
ト
を
設
置

設置されたヘリポート

西大滝

西大滝ダム

国道117

　

11
月
30
日
に
、
西
大
滝
区
の

東
京
電
力
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

㈱
所
有
の
「
さ
く
ら
広
場
」
内

に
ヘ
リ
ポ
ー
ト
を
設
置
し
ま
し

た
。

　

こ
の
ヘ
リ
ポ
ー
ト
は
、
ド
ク

タ
ー
ヘ
リ
離
着
陸
用
と
し
て
設

置
し
、
岡
山
地
区
北
部
お
よ
び

周
辺
岳
北
消
防
本
部
管
内
の

緊
急
時
の
患
者
輸
送
の
迅
速
化

を
図
る
た
め
、
市
が
設
置
し
た

も
の
で
す
。

　

冬
期
間
も
除
雪
を
行
い
、
緊

急
時
の
離
着
陸
が
可
能
と
な
り

ま
す
。

お 知 ら せ 飯山市役所☎ 62 - 3 1 1 1

　国保の医療費通知は、１月～５月診療分を８月に、
６月～10月診療分を１月末頃にお送りします。
　所得税等の申告の際に医療費控除の添付資料として
お使いいただけますが、以下の点にご注意ください。
●一部の診療科は医療費通知には記載されません。ま
た、11月～12月診療分の医療費通知は４月頃お送
りするため、申告の時期には間に合いません。これら
は、別途医療機関からの領収書等に基づいて申告す
る必要があります。
●医療費通知の再発行はできません。紛失等にはご注
意ください。

　後期高齢者医療保険の医療費通知は、長野県後期
高齢者医療広域連合より、前年の１月から10月まで
の受診分については1月下旬に、前年の11月及び12
月受診分は、3月下旬の年2回に分けて送付されます。
　お送りする医療費通知は所得税の確定申告（医療
費控除）に使用できます。なお、11月及び12月診療
分の医療費通知は確定申告の期間中に間に合わないた
め、医療費控除の申告をされる際は、1月下旬にお送
りする医療費通知と併せて、11月及び12月診療分の
医療機関等からの領収書を添付いただくようにお願い
いたします。

　12 月 16 日に、ユニバーサルスタジオジャパン
（USJ）のオリジナル商品がしろやま保育園の園児に
届けられ、足立市長から園児一人ひとりに配られま
した。
　この商品は、被災地域の子どもたちの不安な気持
ちを少しでも和らげ、元気づけることに役立てばと、
市民交流姉妹都市である大阪市と大阪市の合同会社
ユー・エス・ジェイの連携により、台風第 19 号災
害により浸水被害を受けた地域の子どもたちへ、ク
リスマスシーズンに合わせて贈られたものです。
　飯山市は、いただいた「ミニオン」のUSJ オリジ
ナル商品をしろやま保育園のほか、被災した子ども
がいる保育園・幼稚園・小・中学校の園児、児童、
生徒合計 1,331 人に届けられました。

医療費通知のお知らせ
飯山市国民健康保険 後期高齢者医療保険

 市民環境課 国保年金係 ☎内線 154 長野県後期高齢者医療広域連合事務局 ☎ 026-229-5320

今
年
は
物
品
・
役
務
関
係
の
入

札
参
加
登
録
更
新
の
年
で
す

　

飯
山
市
が
発
注
す
る
建
設
工

事
や
物
品
購
入
の
際
に
行
わ
れ
る

競
争
入
札
（
見
積
）
に
参
加
す
る

場
合
は
、
事
前
に
審
査
・
登
録
が

必
要
で
す
。
入
札
参
加
資
格
の
取

得
を
希
望
さ
れ
る
方
は
審
査
申
請

を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

今
年
は
物
品
の
製
造
・
販
売
や

役
務
提
供
業
務
関
係
の
登
録
更

新
の
年
で
す
。
期
限
ま
で
に
忘
れ

ず
に
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、

登
録
有
効
期
間
は
２
年
間
で
す
。

　

詳
細
お
よ
び
申
請
用
紙
は
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ

く
か
、
庶
務
課
管
財
係
ま
で
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

■
受
付
期
間 

　
２
月
３
日
㈪
〜
２
月
28
日
㈮

庶
務
課 

管
財
係

☎
内
線
３
３
５

時
間
。
各
時
間
１
組
限
定
で
す
。

個
別
に
ご
相
談
い
た
だ
け
ま
す
。

首
都
圏
・
出
張
移
住
相
談
会

平
日
仕
事
帰
り
も
対
応
可
能
！

■
開
催
日
時

平
日
の
午
後
２
時
か
ら
午
後
８

時
の
間
、
土
曜
日
の
午
後
１
時

か
ら
午
後
４
時
の
間

（
１
時
間
１
組
限
定
）

■
会
場

大
宮
、
池
袋
、
銀
座
、
川
崎
、

横
浜
エ
リ
ア
の
、
主
要
駅
近
く

の
会
場
。希
望
日
時
と
エ
リ
ア
、

相
談
内
容
を
お
知
ら
せ
く
だ

さ
い
（
日
時
等
の
調
整
を
お
願

い
す
る
場
合
も
ご
ざ
い
ま
す
）。

一
週
間
前
ま
で
の
お
申
込
み
を

お
願
い
し
ま
す
。

東
京
・
銀
座
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｎ
Ｏ

■
開
催
日
時

2
月
11
日
㈫
・
（祝）

3
月
14
日
㈯

午
後
１
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

■
会
場

銀
座
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｎ
Ｏ　

４
階　

コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス

東
京
都
中
央
区
銀
座
５
丁
目

６-

５	

Ｎ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
ビ
ル

東
京
・
ふ
る
さ
と
回
帰
支
援

セ
ン
タ
ー

■
開
催
日
時

２
月
22
日
㈯
、
３
月
28
日
㈯	

午
後
１
時
か
ら
５
時
ま
で

QR コードで
ホームページ
をチェック！

Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
移
住
相
談
会

の
お
知
ら
せ

　

移
住
定
住
推
進
課
で
は
、
飯
山

市
へ
Ｕ
タ
ー
ン
、
Ｉ
タ
ー
ン
を
希

望
さ
れ
て
い
る
方
を
対
象
に
、
首

都
圏
で
移
住
相
談
会
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
事
前
予
約
制
で
１
回
１

移
住
定
住
推
進
課 

移
住
定
住
係

☎
内
線
２
５
４・２
５
５

■
会
場

Ｎ
Ｐ
Ｏ
ふ
る
さ
と
回
帰
支
援
セ

ン
タ
ー
内
、
楽
園
信
州
移
住
相

談
セ
ン
タ
ー

東
京
都
千
代
田
区
有
楽
町
２

-

10-

１
東
京
交
通
会
館
８
階

※
飯
山
市
役
所
で
も
平
日
限
定
で

午
前
10
時
か
ら
午
後
８
時
ま
で

移
住
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
移
住
相
談
会
の
詳
細
・
お

申
込
み
は
移
住
定
住
推
進
課
ま

で
ご
連
絡
い
た
だ
く
か
、「
い
い

や
ま
住
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？	

飯

山
市
ふ
る
さ
と
回
帰
支
援
セ
ン

タ
ー
」サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

児
童
手
当

２
月
期
支
給
は
２
月
10
日
で
す

　　

児
童
手
当
の
支
給
は
、
２
月
・

６
月
・
10
月
の
各
月
に
、
支
給
月

の
前
月
分
ま
で
（
４
カ
月
分
）
を

指
定
金
融
機
関
口
座
に
振
り
込

み
ま
す
。

	　

２
月
は
、
10
月
か
ら
１
月
分

の
手
当
が
支
給
と
な
り
ま
す
の

で
、
ご
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

子
ど
も
育
成
課 

子
育
て
支
援
係

☎
内
線
３
６
４

設置されたヘリポート

H

市民交流姉妹都市の大阪市と合同会社ユー・エス・ジェイの連携で

USJ の「ミニオン」オリジナル商品を被災地域の子どもたちにプレゼント

飯山のニュース

気
持
ち
を
強
め
る
き
っ
か
け
に

な
っ
た
。
将
来
は
留
学
し
た
い

と
思
う
。」
と
報
告
し
ま
し
た
。
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水抜栓で水道管の凍結対策
をお願いします

　水抜栓（不凍栓）は、寒冷地において水道管の水
を排水することで、凍結による破損を防ぐために設
けられているものです。夜間や外出時など、長時間
水道を使用しないときは、水抜栓で水を抜くことを
おすすめします。普段から水抜栓の場所と動作の確
認をしましょう。

【注意】
　回し切らず中途半端にする
と、常に地中に排水された状態
になり、水道料金が発生してし
まいます。この場合の料金はお
客様のご負担となります。

ハンドル式水抜栓

止まるまでしっかり閉める

開 閉

I n f o rma t i o nお 知 ら せ 飯山市役所☎ 62 - 3 1 1 1

令和２年度　健（検）診申込調査の申込みの取りまとめを行います
～自分の健康状態を知るチャンスです～

　令和２年度に実施する健（検）診の申込みの取りまとめ
を行います。この申込みは、市で実施する健（検）診の受
診希望を取りまとめるとともに、併せて「他で受ける（職場・
人間ドック）」等の市民の皆さんの受診状況を把握するた
めに行うものです。この市報に併せて申込調査票の配布・
回収を各区長さん、隣組長さんにお願いしてあります。た
いへんお手数ですが、市の健（検）診を受けない場合
も必ずご記入のうえ、申込調査票をご提出くださ
いますようご協力をお願いします。詳しい内容など
は調査票と一緒にお届けしたお知らせをご覧ください。健
（検）診の実施場所は保健センターや各地区活性化センター
等の集団健（検）診会場になります。詳しくは、３月配布
予定の飯山市健康カレンダーをご覧ください。

保健福祉課 健康増進係 ☎ 62-3111 内線 181・187

検査結果：全て不検出（検出下限値：1Bq/kg）
検査物質：放射性ヨウ素 131 放射性セシウム 134､ 137､ 136
原水種類：地下水
測定対象：蛇口水
基 準 値 ：10Bq/kg
測定機関：㈱科学技術開発センター
測定機器：ゲルマニウム半導体検出器

市内水道水の測定結果は全て不検出
水道水の放射性物質測定結果

上下水道課 水道係 ☎ 内線 227 上下水道課 業務係 ☎ 内線 224

　市では定期的に水道水の放射
性物質を計測しています。今回
は 11 月 22 日に実施しました。
検査の結果全て不検出でした。

放射性物質の測定結果

検 査 箇 所
瑞穂上水道系
太田北部系
上境系
北瑞系

※市ではこのコーナーの有料広告を募集しています。詳しくは事業戦略室情報政策係（内線 387）までお問い合わせください。

広
告
コ
ー
ナ
ー

食
生
活
改
善
推
進
員

（
食
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）
養
成
講
座

　

北
信
保
健
福
祉
事
務
所
に
よ

る
食
生
活
改
善
推
進
員（
食
育

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）
養
成
講
座

を
開
催
し
ま
す
。
講
座
で
は
、
栄

養
や
運
動
な
ど
健
康
づ
く
り
の
た

め
の
知
識
や
技
術
を
学
び
ま
す
。

講
座
修
了
者
は
、
地
域
の
健
康
づ

く
り
や
食
育
の
輪
を
広
げ
る
た
め

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
す
る
食

生
活
改
善
推
進
員
と
し
て
活
躍
す

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
食
や
健
康

づ
く
り
に
興
味
が
あ
る
方
の
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
日
時
・
内
容

※
全
３
回
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
す

○
２
月
20
日
㈭

午
前
10
時
〜
午
後
２
時

・
健
康
づ
く
り
っ
て
？

・
北
信
地
域
の
健
康
課
題
と
は
？

○
２
月
26
日
㈬

午
前
10
時
〜
午
後
２
時

・
健
康
に
食
べ
る
っ
て
？
そ
の
ポ
イ
ン
ト
は
？

・
地
域
の
健
康
づ
く
り

・
調
理
実
習
と
衛
生
の
ポ
イ
ン
ト

○
３
月
４
日
㈬

午
前
10
時
〜
午
後
２
時

・
気
軽
に
体
を
動
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

・
こ
れ
か
ら
の
健
康
づ
く
り
と
食
生
活

・
北
信
地
域
の
食
文
化
体
験

■
開
催
場
所

　
長
野
県
飯
山
庁
舎

保
健
福
祉
課 

健
康
増
進
係

☎
内
線
１
８
７

飯
山
市
の
人
権
擁
護
委
員
を

ご
紹
介
し
ま
す

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
基
本
的

人
権
が
侵
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ

う
、
日
々
啓
発
活
動
を
行
な
い
、

ま
た
人
権
侵
犯
が
あ
っ
た
場
合
に

は
、
そ
の
救
済
の
た
め
適
切
に
処

置
す
る
こ
と
を
使
命
と
し
て
、
法

務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
た
び
、
人
権
擁
護
委
員

の
関
保
典
さ
ん
（
常
盤
）
が
12
月

31
日
に
任
期
満
了
で
退
任
さ
れ
ま

し
た
。
関
さ
ん
は
平
成
20
年
１
月

１
日
か
ら
４
期
12
年
に
わ
た
り
、

人
権
擁
護
委
員
と
し
て
ご
活
躍
さ

れ
ま
し
た
。
昨
年
10
月
28
日
に
は

永
年
に
わ
た
る
功
績
を
た
た
え
ら

れ
法
務
大
臣
表
彰
を
受
賞
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
１
月
１
日
付
け
で
法
務

大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
人
権
擁
護

委
員
は
次
の
と
お
り
で
す
。

丸
山
信
一
さ
ん 

（
飯
山
）　
再
任

栗
岩
明
浩
さ
ん
（
外
様
）　
新
任

　

市
内
で
は
、
ほ
か
に
４
名
の
方

が
人
権
擁
護
委
員
と
し
て
人
権
相

談
・
人
権
啓
発
に
活
動
さ
れ
て
い

ま
す
。

髙
橋
秀
樹
さ
ん
（
秋
津
）

市
川
泰
成
さ
ん
（
木
島
）

髙
津
弘
子
さ
ん
（
飯
山
）

米
持
美
知
代
さ
ん
（
瑞
穂
）

長
野
地
方
法
務
局 

飯
山
支
局

☎
62
２
３
０
２　

人
権
政
策
課 

人
権
同
和
係

☎ 
内
線
３
３
２

い
い
や
ま
菜
の
花
ま
つ
り

出
店
者
を
募
集
し
ま
す

第
37
回
い
い
や
ま
菜
の
花
ま
つ
り

実
行
委
員
会
で
は
、
期
間
中
の
出

店
者
を
募
集
し
ま
す
。
ご
希
望
の

い
い
や
ま
菜
の
花
ま
つ
り
実
行

委
員
会
事
務
局
（
農
林
課
内
）

☎
内
線
２
６
４

プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
の

申
請
は
お
済
で
す
か

　

市
民
税
が
非
課
税
の
方
、
子
育

て
世
帯
を
対
象
に
、
ご
案
内
し
て

い
る
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
に

つ
い
て
、
希
望
さ
れ
る
方
で
ま
だ

申
請
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
期
限

ま
で
に
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
申
請
書
を
な
く
し
た
方

は
、
再
発
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ま
た
、
市
民
税
の
再
申
告
等

に
よ
り
、
非
課
税
と
な
っ
た
方
に

つ
い
て
は
、
対
象
と
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
申
請
期
限

令
和
２
年
１
月
31
日

■
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券

対
象
者
一
人
に
つ
き
最
大

２
万
５
千
円
分
の
商
品
券
を

２
万
円
で
購
入
で
き
る
も
の

で
、
市
内
商
店
等
１
５
８
店
舗

で
利
用
で
き
ま
す
。

保
健
福
祉
課 

社
会
福
祉
係

☎
内
線
１
７
３

方
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
出
店
可
能
期
間

令
和
２
年
４
月
18
日
㈯
か
ら

５
月
10
日
㈰
ま
で

■
出
店
条
件

　
以
下
を
全
て
満
た
す
者

○
５
月
３
日
㈰
か
ら
５
日
㈫
の
３

　
日
間
出
店
で
き
る
者

○
食
品
・
飲
料
等
を
販
売
し
、
必

要
な
場
合
は
保
健
所
の
許
可

を
得
て
い
る
者

○
市
内
の
個
人
・
法
人
あ
る
い
は
、

　

菜
の
花
公
園
に
関
係
す
る
団
体

■
出
店
場
所

飯
山
市
菜
の
花
公
園

■
募
集
区
画
数

30
区
画
程
度

（
幅
約
４
㍍
×
奥
行
約
３
㍍
）

■
出
店
料

１
区
画
９
千
円

■
応
募
締
切

令
和
２
年
２
月
28
日
㈮

■
対
象

　
北
信
保
健
福
祉
事
務
所
管
内

　
に
お
住
い
の
方　

定
員
24
名

今
ま
で
受
講
さ
れ
て
い
な
い
方

を
優
先
す
る
場
合
あ
り

■
参
加
費

調
理
実
習
材
料
費
等
（
１
回

５
０
０
円
程
度
を
予
定
）

■
申
込
期
限　
２
月
14
日
㈮

■
問
い
合
わ
せ

北
信
保
健
福
祉
事
務
所
健
康

づ
く
り
支
援
課
☎
62
６
３
１
１

ま
た
は
、
保
健
福
祉
課
健
康

増
進
係

■
食
生
活
改
善
推
進
員
と
は
？

「
食
生
活
改
善
推
進
員
（
通
称：

食
改
さ
ん
）」
は
、
食
を
通
じ

て
健
康
的
な
食
生
活
を
地
域

住
民
に
お
伝
え
す
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
で
す
。「
食
」
に

つ
い
て
学
び
な
が
ら
、
料
理
教

室
の
開
催
等
さ
ま
ざ
ま
な
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

14

〇胃がん検診…35 歳以上の方
〇大腸がん検診…40 歳以上の方 
〇肺がんレントゲン検診…40 歳～ 64 歳の方
〇前立腺がん検診…50 歳以上の男性
〇乳がん超音波検診 30 歳～ 39 歳および
　75 歳以上の女性…40 歳～ 74 歳で奇数年齢の女性
〇乳がんマンモグラフィ検診 …40歳～74 歳で偶数年齢の女性
〇子宮頸がん検査 …20 歳以上の女性（65 歳以上は奇数年齢）
〇レントゲン間接撮影（結核検診）…65 歳以上の方
〇デイサービス巡回直接撮影（結核検診）
　…デイサービス等施設利用者に限ります

がん検診と結核検診の種類と対象



※市ではこのコーナーの有料広告を募集しています。詳しくは事
業戦略室情報政策係（内線 387）までお問い合わせください。

広
告
コ
ー
ナ
ー

広
域
情
報みゆき野かわら版

このコーナーでは、飯山
市と観光交流都市協定を
締結した都市の観光情報
をご紹介していきます。

観 光 交 流 都 市 情 報観 光 交 流 都 市 情 報観 光 交 流 都 市 情 報観 光 交 流 都 市 情 報観 光 交 流 都 市 情 報観 光 交 流 都 市 情 報観 光 交 流 都 市 情 報観 光 交 流 都 市 情 報観 光 交 流 都 市 情 報観 光 交 流 都 市 情 報観 光 交 流 都 市 情 報観 光 交 流 都 市 情 報観 光 交 流 都 市 情 報観 光 交 流 都 市 情 報観 光 交 流 都 市 情 報観 光 交 流 都 市 情 報観 光 交 流 都 市 情 報観 光 交 流 都 市 情 報観 光 交 流 都 市 情 報

■ナスキーとソリレース！
　2 月 2日 13:30 ～　日影
■バレンタインデーチョコレートフォンデュサービス
　2 月 14 日 10:30 ～　日影
■冬の灯明夜まつり
　3 月 7日 19：00 ～　日影ゲレンデ
■ホワイトデーチョコレート
　　　　　　　フォンデュサービス
　3 月 14 日 10:30 ～　日影

詳しくは、野沢温泉スキー場のホームページをご覧ください。
■お問い合わせ　㈱野沢温泉　☎ 0269-85-3166

■日　時　３月14 日（土）
 　午後２時から午後３時 30 分まで
 　会場：午後１時
■会　場　栄村役場かたくりホール
■参加費　無料
■講　師　『宅老所　はいこんちょ』代表
 　小林敏志氏
■テーマ　『介護との付き合い方』
■その他　当日、介護相談窓口、歯科相談窓口に加え、

介護関連の展示・体験コーナーを設けます。
ぜひご利用下さい。

野　沢
温泉村

 栄
　  村

木 島
平 村

総額10万円相当の
木島平村特産品な
どが当たるスタンプ
ラリーを開催してい
ます。村内の施設
を訪れたり、お店で
お買い物をしたりし
て、ぜひご応募くだ
さい。

■期間　３月１日まで（※当日消印有効）
■お問い合わせ　木島平村観光振興局　☎ 0269-61-1620

木島平を満喫しながら豪華賞品をGET！
冬のスタンプラリー2019

野沢温泉スキー場
イベント情報　Part 2

≪ 介護講演会のお知らせ ≫

小粒ながら肉厚で、風味の
良さで知られる「能登かき」。
早朝に水揚げされた新鮮な
能登かきを炭火焼きコー
ナーでご賞味ください。か
き飯、かきフライ、地域の
特産品等も販売しています。
■日　時　２月 29日（土）　午前 10時から午後 4時まで
　　　　　3月 1 日（日）　午前 9 時から午後３時まで
■会　場　能登演劇堂前（七尾市中島町）
■お問い合わせ　能登鹿北商工会 ☎ 0767-66-0001

七尾湾能登かき祭開催！
かき飯、カキフライ、地元特産品も販売！

※アプリの使用料は無料ですが、通信費は各回線ごとのご負担となります。
※広告表示されますが、飯山市とは何ら関係ありません。

ダウンロードはこちら

行政情報アプリ「マチ
イロ」もう使っていま
すか。スマホやタブレッ
トでいつでもどこでも
「広報飯山」を見ること
ができます。まだ、ご
使用になられてない方
はこの機会にぜひイン
ストールをしてみてく
ださい。

■お問い合わせ 飯山市役所事業戦略室情報政策係☎62-3111内線 387

石川県  七 尾 市
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い
い
や
ま

だ
よ
り

いいやまＮＰＯ
センター事務局 
☎・℻   62-7030

N
P
O
Oセンター

Ｎ
Ｐ
Ｏ
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
９
開
催
し
ま
し
た
！

　

令
和
元
年
11
月
3
日
、
飯
山

市
社
会
福
祉
協
議
会
主
催
の
ふ
れ

あ
い
ま
つ
り
の
一
環
と
し
て
、
本
町

ぶ
ら
り
広
場
と
飯
山
市
福
祉
セ
ン

タ
ー
を
会
場
に
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
フ
ェ
ス
タ

２
０
１
９
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
直

前
に
市
内
を
襲
っ
た
台
風
19
号
に

よ
る
被
害
が
あ
る
中
で
の
開
催
と

な
り
ま
し
た
が
、
多
く
の
方
に
ご

来
場
頂
き
ま
し
た
。（
写
真
①
）

　
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
フ
ェ
ス
タ
」
は
北
信
地

域
を
拠
点
に
活
動
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や

市
民
活
動
団
体
の
活
動
に
つ
い
て
、

市
民
の
皆
様
に
分
か
り
や
す
く
身

近
に
感
じ
て
も
ら
う
こ
と
を
目

的
に
行
っ
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
で

す
。

■
各
団
体
の
出
展
に
つ
い
て

  

「
特
定
非
営
利
活
動
法
人　

散
走
が
楽
し
い
地
域
を
拓
く

会
」
は
昨
年
好
評
い
た
だ
い
た

サ
イ
ク
ル
ト
レ
ー
ラ
ー
（
自
転

車
で
引
く
屋
台
）で
の
コ
ー
ヒ
ー

の
振
る
舞
い
を
今
年
も
行
い
ま

し
た
。
こ
の
サ
イ
ク
ル
ト
レ
ー

ラ
ー
は
２
０
１
８
年
に
グ
ッ
ト

デ
ザ
イ
ン
賞
を
受
賞
し
た
も
の

で
、
県
内
産
の
木
を
使
っ
て
作

ら
れ
て
お
り
、
コ
ー
ヒ
ー
と
共

に
サ
イ
ク
ル
ト
レ
ー
ラ
ー
も
多

く
の
方
に
興
味
深
く
ご
覧
い
た

だ
け
ま
し
た
。

　

障
が
い
者
支
援
を
行
う
「
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
こ
こ
か
ら
」
は
、
台

風
被
害
で
大
変
な
中
、
障
が
い

者
施
設
で
作
ら
れ
た
バ
ッ
ク
や

お
財
布
な
ど
革
を
使
っ
た
商
品

の
販
売
を
行
い
ま
し
た
。 

（
写

真
②
）

　
「
い
い
や
ま
Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ン

タ
ー
」
で
は
常
盤
地
区
で
活
動

し
て
い
る
「
丸
な
す
立
夢
丸
農
業

小
学
校
」
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
、

毎
年
好
評
い
た
だ
い
て
い
る
豚
汁

を
作
り
来
場
者
に
提
供
し
ま
し

た
。
併
せ
て
、「
丸
な
す
立
夢
丸

農
業
小
学
校
」
は
農
業
体
験
と
し

て
農
園
で
育
て
た
さ
つ
ま
い
も
や

か
ぼ
ち
ゃ
、
じ
ゃ
が
い
も
の
販
売

を
行
い
ま
し
た
。
今
年
は
お
昼
過

ぎ
に
は
豚
汁
・
野
菜
と
も
に
完
売

し
ま
し
た
！

　
お
休
み
処
の
運
営
は
「
猪
突
申

会
」
が
行
い
、
合
わ
せ
て
模
造
紙

を
使
い
活
動
内
容
の
紹
介
を
し
ま

し
た
。

　

災
害
か
ら
間
も
な
い
時
期
で
し

た
が
、
少
し
で
も
地
域
の
方
に
元

気
に
な
っ
て
も
ら
い
た
い
と
の
思

い
で
開
催
し
ま
し
た
。
ご
来
場
い

た
だ
い
た
皆
様
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
フ
ェ
ス
タ
の
豚
汁
の
売

上
金
は
、
台
風
19
号
で
被
災
さ
れ

た
市
内
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
へ
寄
付
い

た
し
ま
し
た
。

△ＮＰＯフェスタの様子（写真①）
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△出展の様子（写真②）

宮川 文
ぶ ん た

太 さん

Ｅ (エ ) ネルギッシュな
Ｅ (イー ) ヤマの皆さんを 紹介します

E
イー

ひ　と
発見！
いいひと はっけん    ＃ 159

中津川市

岐阜県中津川市から昨年12月
の１カ月間、災害派遣をいた
だき、生活再建支援金交付事
務をお手伝いいただきました。

　

台
風
第
19
号
災
害
に
伴
い
、

昨
年
12
月
か
ら
１
カ
月
交
代
で

２
月
末
を
め
ど
に
、
岐
阜
県
中

津
川
市
か
ら
職
員
を
派
遣
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
昨
年
の
12
月

27
日
ま
で
、
保
健
福
祉
課
で
お

手
伝
い
い
た
だ
い
た
中
津
川
市

の
宮
川
文
太
さ
ん
を
ご
紹
介
し

ま
す
。中

津
川
市
で
は
、
有
害
鳥

獣
対
策
室
で
ク
マ
、
イ

ノ
シ
シ
、
シ
カ
、
サ
ル
な
ど
の

対
策
に
追
わ
れ
て
い
た
と
い
う

宮
川
さ
ん
。
保
健
福
祉
課
の
社

会
福
祉
係
で
主
に
生
活
再
建
支

援
金
の
交
付
事
務
を
お
手
伝
い

い
た
だ
き
ま
し
た
。「
被
災
さ

れ
た
方
を
思
う
と
、
と
に
か
く

早
く
お
支
払
い
が
で
き
る
こ
と
。

こ
の
こ
と
を
一
番
に
考
え
ま
し

た
。」
と
お
客
様
に
寄
り
添
い

ま
す
。自

炊
は
せ
ず
、
で
き
る
か

ぎ
り
市
街
地
の
食
堂
な

ど
に
行
っ
た
と
い
う
宮
川
さ
ん
。

「
自
炊
す
る
に
も
お
金
が
か
か

り
ま
す
。
そ
れ
よ
り
、
少
し
で

も
復
興
に
つ
な
が
れ
ば
と
地
域

の
食
堂
に
行
く
こ
と
を
心
掛
け

ま
し
た
。」と
思
い
を
語
り
ま
す
。

宮
川
さ
ん
は
、「
飯
山
の

皆
さ
ま
に
親
切
に
し
て

い
た
だ
き
、
不
自
由
な
く
派
遣

を
終
わ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
を
き
っ
か
け
に
交
流
が
進

み
、
飯
山
と
中
津
川
が
よ
り
よ

い
関
係
に
な
れ
れ
ば
う
れ
し
い

で
す
。」と
笑
顔
で
話
し
ま
し
た
。
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暖房器具は正しく
         　使いましょう

ＡＣ電源

乾電池

録音

録音 再生

緊急音量解除

大小

音量
・

・ ・

・
・

・

・
・

・

防災ナビ
　

こ
れ
か
ら
の
季
節
、
寒
さ
が
一

層
増
し
ス
ト
ー
ブ
な
ど
の
暖
房
器

具
を
使
用
す
る
機
会
が
増
え
て
き

ま
す
。

　
ス
ト
ー
ブ
を
原
因
と
す
る
火
災

は
、
秋
か
ら
冬
に
か
け
て
増
加
す

る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
次
の
点
を

し
っ
か
り
と
身
に
つ
け
て
、
寒
い

時
期
を
安
全
で
快
適
に
過
ご
し
ま

し
ょ
う
。

■
定
期
的
な
清
掃
、
安
全
点
検

　
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

ス
ト
ー
ブ
の
フ
ィ
ル
タ
ー
な

ど
に
埃
な
ど
が
溜
ま
っ
て
い
る

と
、
不
完
全
燃
焼
を
起
こ
す
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。
取
扱
い
説

明
書
を
よ
く
読
み
、
定
期
的
に

フ
ィ
ル
タ
ー
の
清
掃
や
点
検
を

行
い
ま
し
ょ
う
。

■
石
油
ス
ト
ー
ブ
に
給
油
す
る
と

　
き
に
は
、
ス
ト
ー
ブ
の
ス
イ
ッ

　
チ
を
切
り
ま
し
ょ
う
。

ス
ト
ー
ブ
に
誤
っ
て
灯
油
な
ど

を
垂
ら
し
て
し
ま
っ
て
火
災
に

な
る
こ
と
が
あ
る
た
め
大
変
危

険
で
す
。
ま
た
、
燃
料
カ
ー
ト

リ
ッ
ジ
な
ど
に
給
油
し
た
ら
、

口
金
を
し
っ
か
り
閉
め
、
漏
れ

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

■
ス
ト
ー
ブ
の
近
く
で
洗
濯
物
を

　
乾
か
す
の
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

ス
ト
ー
ブ
に
洗
濯
物
が
接
触
し

た
り
、
干
し
て
い
た
洗
濯
物
が

落
下
し
て
ス
ト
ー
ブ
に
接
触
し

た
り
す
る
と
、
火
災
と
な
る
恐

れ
が
あ
り
ま
す
。

■
寝
る
と
き
や
出
か
け
る
と
き
は

　
ス
ト
ー
ブ
の
ス
イ
ッ
チ
を
切
り

　
ま
し
ょ
う
。

ス
ト
ー
ブ
な
ど
を
つ
け
た
ま
ま

寝
る
と
、
ふ
と
ん
な
ど
に
接
触

し
て
火
災
と
な
る
恐
れ
が
あ
り

ま
す
。

■
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置

　
し
ま
し
ょ
う
。

万
が
一
火
災
に
な
っ
た
時
に
は
、

煙
を
感
知
し
て
警
報
音
で
知

ら
せ
て
く
れ
る
住
宅
用
火
災

警
報
器
が
私
た
ち
の
命
と
財

産
を
守
る
た
め
に
と
て
も
有
効

で
す
。

第165回
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幼児健診 防接種 会場：飯山市保健センター ☎ 62-3111 内線 181・187乳 予

日　時：2月 10日㈪  14:00 開始
対象者：令和元年 9月生まれ

受付：13:00 ～ 13:30

ママサポートプログラム
対象者：出産後 ～ 生後 1歳までのお子さんをお持ちの
　　　　お母さん（お誕生日月の月末まで参加できます）
         　  （申込不要  ※母乳相談は予約が必要です。）

2月
mamaとbaby
のしあわせトーク

ママのリラックス
ストレッチ

離乳食の
おはなし

健康相談
母乳相談

5日㈬ 12日㈬ 19日㈬ 26日㈬

乳幼児健診

離乳食教室

予防接種

　　いいやま愛（i）ナビをご活用ください　☆予防接種スケジュール自動作成機能搭載など子育てに役立つ情報が満載
いいやま愛（i）ナビ 検 索
　または右のQRコードから

２月

2か月児ママの会

受付：13:15 ～ 13:50

時間：9:30 開場  10:00 ～ 11:30

日　時：2月 21日㈮    14:00 ～ 15:30
対象者：令和元年 12月生まれ
その月に、生後 2か月になるお子さんをお持ちのお母さんの
ための会です♪対象者にはお知らせが届きます。　

康
健

い

ま

い

や

　
【
お
問
合
わ
せ
】

　
保
健
福
祉
課
健
康
増
進
係

　
☎
62
３
１
１
１ 

内
線
１
８
１

　
日
本
人
の
半
数
以
上
が
何
ら
か

の
ア
レ
ル
ギ
ー
の
病
気
に
か
か
っ

て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
今

回
は
、
多
く
の
人
が
つ
ら
い
症
状

に
悩
み
、
国
民
病
と
も
い
わ
れ
て

い
る
ア
レ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
考
え

て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

■
ア
レ
ル
ギ
ー
と
は

　

私
た
ち
の
身
体
に
は
、
身
体
の

成
分
と
違
う
も
の
（
ウ
イ
ル
ス
、

細
菌
な
ど
）
が
体
内
に
入
ろ
う
と

す
る
と
、そ
れ
ら
を
敵
と
認
識
し
、

攻
撃
す
る
仕
組
み
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
仕
組
み
は
「
免
疫
」
と
い
い
、

私
た
ち
の
身
体
を
守
る
た
め
に
必

要
な
仕
組
み
で
す
。

　

し
か
し
、
身
体
に
入
っ
て
き
た

敵
を
攻
撃
す
る
と
き
に
自
分
の
身

体
も
傷
つ
け
て
し
ま
う
場
合
が
あ

り
、
そ
れ
を
「
ア
レ
ル
ギ
ー
」
と

い
い
ま
す
。
ア
レ
ル
ギ
ー
の
原
因

と
な
る
物
質
（
ア
レ
ル
ゲ
ン
）
に

は
花
粉
、
ダ
ニ
、
ほ
こ
り
な
ど
が

あ
り
ま
す
。

■
ア
レ
ル
ギ
ー
の
症
状 

　

軽
症
で
は
、
目
の
か
ゆ
み
、
鼻

水
、
皮
膚
の
か
ゆ
み
な
ど
が
あ
り

ま
す
。
重
症
で
は
、
息
苦
し
さ
、

吐
き
気
、
皮
膚
の
か
ゆ
み
な
ど
の

症
状
が
複
数
か
つ
同
時
に
強
く

あ
ら
わ
れ
ま
す
（
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ

シ
ー
）。

　
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
の
中
で
も
、

血
圧
が
下
が
り
意
識
が
も
う
ろ
う

と
し
た
り
、
意
識
が
な
く
な
っ
た

り
す
る
状
態
を
「
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ

シ
ー
シ
ョ
ッ
ク
」
と
い
い
ま
す
。

■
ア
レ
ル
ギ
ー
対
策

　
ア
レ
ル
ギ
ー
の
病
気
は
、
ぜ
ん

息
、
ア
レ
ル
ギ
ー
性
鼻
炎
、
ア
ト

ピ
ー
性
皮
膚
炎
、
食
物
ア
レ
ル

ギ
ー
な
ど
、
様
々
な
種
類
が
あ
り

ま
す
。
基
本
的
に
は
、
ア
レ
ル
ゲ

ン
を
取
り
除
い
た
り
避
け
た
り
す

る
こ
と
で
ア
レ
ル
ギ
ー
が
起
こ
ら

な
い
よ
う
に
し
ま
す
が
、
詳
し
い

対
策
や
治
療
法
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な

り
ま
す
。
効
果
的
に
ア
レ
ル
ギ
ー

対
策
を
す
る
た
め
に
は
、
自
分
の

ア
レ
ル
ゲ
ン
を
知
る
こ
と
も
大
切

で
す
。
自
分
の
病
気
に
合
っ
た
対

策
や
治
療
法
に
つ
い
て
は
、
か
か

り
つ
け
医
と
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

　

今
回
は
、
お
家
で
で
き
る
ア
レ

ル
ギ
ー
対
策
に
つ
い
て
ご
紹
介
し

ま
す
。

▼
ダ
ニ
・
ほ
こ
り
対
策

　

暖
房
を
よ
く
使
う
こ
の
時
期

は
、
温
風
に
よ
っ
て
ほ
こ
り
が
舞

い
や
す
く
な
り
ま
す
。
お
部
屋
の

中
の
ほ
こ
り
や
布
団
、
じ
ゅ
う
た

ん
な
ど
の
中
に
住
ん
で
い
る
ダ
ニ

は
、
様
々
な
ア
レ
ル
ギ
ー
の
原
因

と
な
り
ま
す
。
こ
ま
め
に
拭
き
掃

除
を
し
た
り
掃
除
機
を
か
け
た
り

し
て
、
ほ
こ
り
を
減
ら
す
よ
う
心

が
け
ま
し
ょ
う
。
エ
ア
コ
ン
を
使

う
場
合
は
、
フ
ィ
ル
タ
ー
の
ほ
こ

り
に
も
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

▼
寝
具
の
お
手
入
れ

　
シ
ー
ツ
や
布
団
カ
バ
ー
は
、
週

１
回
以
上
洗
濯
し
ま
し
ょ
う
。
布

団
は
日
当
た
り
の
よ
い
と
こ
ろ
で

干
し
た
り
乾
燥
機
に
か
け
た
り

し
て
、
布
団
の
湿
気
を
減
ら
し
ま
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持 ち 物 ：母子健康手帳、予診票（記入を忘れずに）
◆四種混合
　接 種 日：2月 6日 ㈭
　対 象 者： H24.8.8 生～ R1.11.7 生

　◆BCG
　接 種 日：2月７日 ㈮　
　※ 2月 4日 ㈫から変更となりましたのでご注意ください。
　対 象 者： H31.2. ９生～ R1.11. ７生
　

ア
レ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て

DDData fileata fileata file

※掲載期間は６ヵ月間。市民環境課生活環境係（☎ 62-3111 内線
　192）まで連絡いただくと、掲載品登録者を紹介しますので、当
　事者間で交渉をしてください。なお、品物の引き渡し後に生じた
　問題は当事者間で解決してください。
　市民環境課ホームページでも写真入りで掲載しています。

市民環境課生活環境係

事故発生件数 死　者 傷　者
12月末 49 0 65
前年同期 39 1 51

　　交通安全の標語 ： 思いやり  乗せて信濃路  咲く笑顔

POLICE

Data file

　災害ごみを処理しているため、前年度よりもごみ処理量が多く
なっています。ごみの減量化にご協力ください。

施設名（地区名） 測定日 天候 測定区分 測定値
飯山市役所（飯山） 12/25（水） 曇 1m 0.05μSv

（旧）岡山小学校（岡山）12/25（水） 曇 1m 0.05μSv

燃えるごみ 燃えないごみ 計 プラスチック
12月 532㌧ 48㌧ 580㌧ 13㌧

前年同月比 130％ 145％ 132％ 108％

飯山市 木島平 野沢温泉 栄 応援協定区域 管轄外 計
火  災 0 0 0 0 0 0 0 件
救  助 1 0 1 0 0 0 1 件
救  急 85 31 18 13 5 0 152 件
　　今月の標語： 消火の確認　何回やっても　ファインプレー

岳北消防本部
　出場件数【12 月】

飯山市内の
　交通事故件数（1 月から累計）

エコパーク寒川
　　　ごみ処理量

飯山市の気象【12 月】
平 均 気 温 2.9℃ （1.6℃）※データは長野地域

気象観測月報による。
観測地点は飯山地域
気象観測所（小沼）。
（　）内は平年比。

最高平均気温 7.9℃ （2.0℃）
最低平均気温 0.9℃  （3.6℃）
日照時間月計 87.3 時間 （99％）
降 水 量 月 計 92.0 ｍｍ （58％）

Data fileata fileata file飯山市の人口と世帯　 （ 12 月 31日現在 ）
総人口
20,749人
（＋11人）

男
10,107人
（ ＋ 16人）

女
10,642 人
（ ー 5人）

世帯数
8,081
（ ＋ 32）

出生：3人　死亡：26人　転入：79人　転出：45人
（　）内は前月との増減。住民基本台帳による

利融通情報（不用品の交換）

市内空間放射線量測定値
　12月中の市内空間放射線量測定値を公表します。
　各学校その他の観測定置点の数値はホームページで確認できます。
　※測定値は参考値となります。
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4 カ 月 児 2月　5日 ㈬ 令和 元 年　9月 生まれ
10 カ 月 児 2月 12日 ㈬ 平成 31年　3月 生まれ
1歳6カ月児 2月 19日 ㈬ 平成 30年　7月 生まれ
2 歳 児 2月　3日 ㈪ 平成 30年　1月 生まれ
3 歳 児 2月 26日 ㈬ 平成 29年　1月 生まれ

令
和
元
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語

 『
ひ
と
つ
ず
つ  

い
い
ね
！
で
確
認  

火
の
用
心
』　
　
　

◆譲ります（無料）
食器棚①　整理タンス①　A型ベビーカー①　　
漬物桶②　ポータブルトイレ①　シルバーカー②
マレットゴルフスティック③　プラスチック製ボックス③

◆譲ります（有料）
乗用トラクター前輪タイヤ②　三輪車①   介護ベッド①　

◆譲ってください（無料）
ブルーヒーター①　自転車（大人用）①　エレキギター①　
薄型テレビ（32 インチ）①　シニアカー①　
大人用スキーウェア②　ＭＤメディア　男女学生服　着物
子ども服　男女用ランドセル　波トタン　
ブルーシート（有料可）　車イス①（有料可） 保冷庫（有料可）



◇人権擁護委員による人権相談
　毎週火曜日
   9：00～ 12：00
　法務局飯山支局 ☎ 62-2302
◇家庭児童相談・教育相談
　月～金曜日（祝日除く）
  教育委員会事務局  家庭児童・教
  育相談室（市役所１階）
◇女性相談　
　月～金曜日（祝日除く） 
　人権政策課男女共同参画係
（相談専用電話番号 080-1080-9924）
◇心配ごと相談　
　毎週水曜日 9:00 ～ 12:00
   飯山市福祉センター（要予約）
◇人権福祉総合相談
　月～金曜日（祝日除く）
　8:30 ～ 17:00
　いいやま人権福祉センター
　☎ 81-3101
◇いじめ電話相談
　月～金曜日（祝日除く）
　９:00 ～ 17:00
　☎62-3111 内線100（いじめ相
   談専用）　飯山市教育委員会
◇成年後見制度に関する相談会
　【日時】 ２月 ４ 日 ㈫ 9:30 ～ 11:30
　　　　　　２月１８日  ㈫9:30 ～11:30
　【会場】飯山市福祉センター
　【問合先】北信圏域権利擁護センター
　　　　☎ 0269-26-2266
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1 土 司法書士無料法律相談会 14：00～ 16：00（飯山市福祉センター）

2 日
3 月
4 火 成年後見制度に関する相談会【右記参照】

５ 水
6 木
7 金 第 50回飯水小学校スキー大会（長峰クロスカントリーコース）

8 土
第 38回いいやま雪まつり【9日まで】（6㌻参照）
第 20回かまくら祭り【9日まで】（6㌻参照）
第 22回秋津ゆきだるままつり【9日まで】（6㌻参照）

9 日 長野県小学生クロスカントリースキー選手権大会（長峰クロスカントリーコース）

10 月

11 火 全国高等学校スキー大会ＸＣスキー プレ大会（長峰クロスカントリーコース）
＜飯山市ジュニアスキー＞ジャンプ体験教室（長峰ミニジャンプ台）

12 水
13 木
14 金
15 土
16 日
17 月 所得税・個人消費税・贈与税の申告相談（信濃中野税務署）【3/16 まで】【9㌻参照】

18 火 成年後見制度に関する相談会【右記参照】

19 水 第 7回戸狩マスターズスキー大会【21日まで】

20 木 総合相談【右記参照】

21 金 税理士による所得税の確定申告相談（市役所）【9㌻参照】

22 土
23 日 読売新聞社杯第 54回戸狩アルペンスキー大会

24 月
25 火
26 水 第１戦ナイタースプリントレース大会（長峰クロスカントリーコース）

27 木 出張年金相談 10：00～ 15：00（飯山商工会議所）（要予約）
もの忘れ相談会 13：30～ 15：30（飯山市福祉センター）（要予約）

28 金 廃食用油・古着の回収 9：00～ 11：00（市役所西側車庫）

29 土

総合相談
　婦人相談や、人権・家庭相談、
行政相談、経営法律相談など無
料でご相談いただけます。
【相談日時】
 ２月 20日 ㈭　9:00 ～ 15:00
 （11:00 ～ 15:00 は弁護士によ
　る無料法律相談、経営法律相
　談があります）
【会　場】飯山市福祉センター（本町）
【問合先】飯山市社会福祉協議会
　　　　　  ☎ 62-2840

情報カレンダー2 月

土曜日の証明窓口
【発 行 日】
　毎週土曜日（ただし祝日を除く）
【受付時間】
　8:30 ～ 12:00
【発行できる証明の種類】
　・住民票の写し
　・戸籍の謄・抄本
　・印鑑登録証明書
【受付窓口】
　市役所 1階  市民環境課窓口
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北信地域求人情報　2月分
掲載する情報を「求人情報」のみにしぼり、
飯岳地域一帯の情報を掲載しています。

職　　種 数 年　齢 賃金（万円） 事業内容 就業場所

販売・商品管理等 1 64歳以下 17.6 ～ 28.6 管理、補助的経済活動を行う事業所 飯 山 市

総合職 1 18～45歳 23.9 ～ 24.5 すし店 飯 山 市

土木工 3 18～59歳 21.6 ～ 25.9 一般土木建築工事業 中 野 市

営業スタッフ 1 44歳以下 15.5 ～ 26.4 自動車小売業 飯 山 市

警備職員 2 60歳以上 15.0 ～ 17.2 警備業 中 野 市

営業 2 44歳以下 20.0 ～ 35.0 一般土木建築工事業 飯 山 市

食堂でのそばの製造、他調理 2 69歳以下 14.8 ～ 14.8 野菜、果実小売業 飯 山 市

洗濯清掃員 1 不　問 15.0 ～ 16.5 洗濯業 飯 山 市

児童館・児童クラブ職員 1 不　問 16.0 ～ 16.0 その他の社会保険等介護事業 飯 山 市

介護員 3 44歳以下 16.6 ～ 21.3 その他の社会保険等介護事業 飯 山 市

看護員 1 44歳以下 16.6 ～ 21.3 その他の社会保険等介護事業 飯 山 市

栄養士 1 44歳以下 16.6 ～ 21.3 その他の社会保険等介護事業 飯 山 市

介護支援専門員 1 44歳以下 16.6 ～ 21.3 その他の社会保険等介護事業 飯 山 市

建築大工 2 59歳以下 22.0 ～ 25.0 木造建築工事業 飯 山 市

施設運営管理・事業企画立案 1 不　問 17.1 ～ 17.1 その他の運輸に附帯するｻｰﾋﾞｽ業 飯 山 市

登録販売者 1 64歳以下 時給 900円 管理、補助的経済活動を行う事業所 飯 山 市

レジ 3 不　問 時給1200円 他に分類されない小売業 飯 山 市

調理補助 1 不　問 時給1020～ 1100円 労働者派遣業 飯 山 市

病院内売店、ﾚｽﾄﾗﾝの運営 2 不　問 時給880円 各種物品賃貸業 飯 山 市

レンタカースタッフ 1 不　問 時給900～ 960円 自動車賃貸業 飯 山 市

洗濯清掃員 3 不　問 時給850～ 900円 洗濯業 飯 山 市

運転手 3 不　問 時給1200～ 1250円 洗濯業 飯 山 市

郵便内務作業及び一般事務 1 不　問 時給870円 郵便局 飯 山 市

製菓・製造・販売 1 不　問 時給850円 菓子・パン小売業 飯 山 市

観光案内所業務他 1 不　問 時給910円 その他の運輸に附帯するｻｰﾋﾞｽ業 飯 山 市

清掃 1 69歳以下 時給 860円 野菜・果実小売業 飯 山 市

食堂でのそばの製造、他調理 1 69歳以下 時給 860円 野菜・果実小売業 飯 山 市

調理及び食事介助 4 不　問 時給960円 老人福祉介護事業 飯 山 市

児童館・児童クラブパート職員 2 不　問 時給849～ 950円 その他の社会保険等介護事業 飯 山 市

調理補助及びカウンター業務 3 不　問 時給910円 その他の運輸に附帯するｻｰﾋﾞｽ業 飯 山 市

飯山市国際交流員
リアンの

⑭
北信地域求人情報

ハローワーク

　あけましておめでとうございます。
　美味しいものを食べたいリアンです！
　
　皆さんはお正月に何をしましたか？私の両親は香港
出身なので、家族と祝う時は 1月 1日より「春節 ( チュ
ン・ジェ )」を祝います。今年の春節は 1月 25 日なの
で、春節の習慣について紹介したいと思います。春節、
または「新年 ( シン・ニィェン )」は中国系の人が祝う
ニューイヤーです。欧米豪や日本と違って、春節は旧
暦のお正月のため、日にちは毎年変わります。去年は
2月 5日でした。
　私が知っている春節習慣は主に香港のものですので、
他の場所と違いがあるかもしれませんが、どの家庭で
も春節に向けて家の大掃除をします。去年の悪いもの
をキレイにして、新年を迎えるためだそうです。
　そして、春節の前の日は家族のみんなが集まって、「團
年飯 ( トゥァン・ニィェン・ファン )」という宴会を開
きます！遠く住んでいる人もこの日のために実家に帰
ります。一年間ほかのところで頑張っても、年の終わ
りに家族と一緒に過ごすというのは新春の伝統です。
日本では年越しそばを食べるように、春節も似たよう
な習慣があります。中国は広いので、各地それぞれの
習慣がありますが、一番知られているのは中国北部の
年越し餃子です。しかし私の家族は「團年飯」のあと、
餃子の代わりに「湯圓 ( タンユェン )」という黒ゴマや
落花生入りの白玉団子を食べます！私は落花生味が一
番好きです！「湯圓」の写真がないので、今回は私が
描いた絵にしました。もちもちで甘くて美味しいです。
春節の習慣はまだまだありますので、続きは次回のコ
ラムで紹介しますね！

　今年も頑張って面白いコラムを書くので、どうぞよ
ろしくお願いいたします。
　それではまた次回のコラムでお会いしましょう♪

■有効求人倍率（　）内は前月（※臨時・季節求人を除く）
　　全　数　　　　　  10 月　1.68 倍（1.65）
　　うち常用・パート  10 月　1.32 倍（1.40）
■お問い合わせは　飯山公共職業安定所　☎ 62-8609

全国版インターネットサービスのご利用を
インターネットで日本全国のハローワークの  
求人情報を下記のアドレスから検索できます。

https://www.hellowork.go.jp

(*^。^*)春節を満喫する　編
るんるん♪飯山大冒険♪

2 月の税金など
（納期限３月２日）

口座振替日 2月 26日 ( 水 )

固 定 資 産 税・・・・4期

国 民 健 康 保 険 税・・・・8期

介 護 保 険 料 ・・・11期
後期高齢者医療保険料・・・・8期
上 下 水 道 使 用 料・・・12.1月分
CATV、インターネット使用料 ・・・2月分
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飯山市
農業委員会事務局
飯山市役所農林課内
電話： 62 - 3111
　　　（内線261）   
FAX：62 - 6221
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る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
異

常
気
象
が
常
態
化
す
る
中
で
、

農
業
共
済
や
収
入
保
険
に
加
入

し
不
測
の
事
態
に
備
え
る
事
の

重
要
さ
を
改
め
て
実
感
し
た
年

と
な
り
ま
し
た
。

　

環
太
平
洋
連
携
協
定
（
Ｔ
Ｐ

Ｐ
）・
Ｅ
Ｕ
と
の
Ｅ
Ｐ
Ａ
が
発
効

し
た
初
年
度
と
な
り
、
両
協
定

で
の
関
税
軽
減
・
撤
廃
な
ど
が

進
む
中
で
、
豚
肉
輸
入
量
が
増

加
し
過
去
5
年
間
で
最
多
水
準

の
在
庫
と
な
り
、
国
産
下
位
等

級
品
で
苦
戦
が
強
い
ら
れ
る
な

ど
早
く
も
影
響
が
で
て
き
て
い

ま
す
。
他
の
品
目
で
も
今
後
を

注
目
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　
日
米
の
貿
易
協
定
承
認
案
の

国
会
審
議
に
つ
い
て
も
、
政
府

側
の
説
明
や
影
響
試
算
な
ど
の

説
明
が
不
十
分
で
議
論
が
深
ま

ら
な
い
中
で
成
立
し
ま
し
た
。

今
後
は
、
農
村
の
活
性
化
を
通

じ
農
業
の
展
望
が
開
け
る
国
の

施
策
が
望
ま
れ
ま
す
。

　

農
業
委
員
会
の
重
要
業
務

と
し
て
、
優
良
農
地
の
確
保
と

効
率
的
な
利
用
の
促
進
に
取
り

組
み
、
担
い
手
へ
の
農
地
の
集

積
・
集
約
化
等
、
農
地
の
活
用

を
促
進
す
る
事
が
法
令
化
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
現
在

制
定
さ
れ
て
い
る
「
人
・
農
地

プ
ラ
ン
」
の
実
質
化
の
取
り
組

み
を
全
農
業
委
員
会
で
行
う
こ

と
を
迫
ら
れ
て
い
ま
す
。
実
質

化
の
手
順
と
し
て
、（
一
）
農
地

利
用
の
意
向
調
査　
（
二
）
耕

作
者
等
の
年
齢
、
後
継
者
の
確

保
状
況
な
ど
地
図
に
し
て
、
地

域
関
係
者
の
参
加
を
得
て
農
地

の
集
積
や
地
域
の
将
来
方
針
の

話
し
合
い
を
し
ま
す
。
飯
山
市

農
業
委
員
会
で
は
、
モ
デ
ル
と

農
業
に
お
け
る
中
心
経
営
体
や

地
域
に
お
け
る
農
業
の
将
来
の

在
り
方
な
ど
を
明
確
化
し
、
市

町
村
に
よ
り
公
表
す
る
も
の

で
、
平
成
24
年
に
開
始
さ
れ
平

成
29
年
度
末
現
在
１
５
８
７
市

町
村
に
お
い
て
、
１
５
０
２
３

の
区
域
で
作
成
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
こ
の
中
に
は
地
域
の
話
し

合
い
に
基
づ
く
も
の
と
は
言
い

難
い
も
の
も
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
、
人
・
農
地
プ
ラ

ン
を
真
に
地
域
の
話
合
い
に
基

づ
く
も
の
と
す
る
観
点
か
ら
、

ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
、ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
や
話
合
い
を
通
じ
て
地

図
に
よ
る
現
況
把
握
を
行
っ
た

上
で
、
中
心
経
営
体
へ
の
農
地

の
集
約
化
に
関
す
る
将
来
方
針

を
作
成
す
る
こ
と
に
よ
り
、
人・

農
地
プ
ラ
ン
の
実
質
化
を
図
り

ま
し
ょ
う
、
と
唱
っ
て
い
ま
す
。

　

当
木
島
地
区
で
は
、
市
内
に

お
い
て
比
較
的
取
り
組
み
が
先

行
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
が
、
農
業
再
生
協
議
会
を
基

軸
に
担
い
手
の
明
確
化
や
地
域

農
業
全
体
の
将
来
方
向
を
考

え
、
創
意
と
工
夫
に
よ
る
農
業

生
産
の
推
進
に
資
す
る
た
め
、

市
農
林
課
及
び
Ｊ
Ａ
の
協
力
の

も
と
木
島
地
区
農
業
再
生
セ
ン

タ
ー
が
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

経
過
報
告
と
し
ま
し
て
、
昨

　

飯
山
市
農
業
委
員
会
で
は
、

過
日
の
台
風
19
号
災
害
に
よ
り

市
内
の
一
部
に
深
刻
な
農
業
被

害
が
及
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、

11
月
20
日
に
足
立
飯
山
市
長
に

対
し
て
次
の
と
お
り
農
業
災
害

対
策
に
関
す
る
要
請
活
動
を
行

い
ま
し
た
。

①
堤
外
農
道
に
堆
積
し
て
い
る

泥
の
撤
去
に
関
す
る
地
元
負
担

の
軽
減
②
浸
水
し
た
堤
外
農

地
の
復
旧
支
援
③
被
災
し
た
農

地
、
農
業
用
施
設
に
対
す
る
迅

速
な
支
援
と
補
助
の
拡
大
へ
向

け
た
関
係
機
関
へ
の
働
き
か
け

④
広
井
川
救
急
排
水
機
場
の

増
強
へ
向
け
た
関
係
機
関
へ
の

働
き
か
け
⑤
被
災
し
た
農
家
の

営
農
意
欲
減
退
防
止
、
安
定

経
営
の
た
め
の
支
援
策　
　

　
こ
れ
に
対
し
足
立
飯
山
市
長

は
、「
国
、
県
の
補
助
を
最
大

限
に
活
用
し
、
来
春
の
農
作
業

に
支
障
が
出
な
い
よ
う
努
力
し

て
い
く
」
と
述
べ
、
迅
速
に
支

援
を
進
め
て
い
く
考
え
を
示
し

ま
し
た
。

あ
ぜ
道
だ
よ
り木島地区農業委員

小野沢　純夫

な
る
地
区
を
設
定
し
取
り
組
み

ま
す
の
で
対
象
地
区
の
皆
様
の

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
Ｊ
Ａ
に
よ
る
農
地
利

用
集
積
円
滑
化
事
業
は
農
地
中

間
管
理
事
業
に
統
合
一
本
化
さ

れ
る
た
め
、
現
在
の
「
円
滑
化

事
業
」
で
の
権
利
設
定
は
次
期

更
新
時
か
ら
は
中
間
管
理
事
業

で
の
契
約
と
な
り
ま
す
。

　

本
年
も
、
農
政
諸
課
題
に

つ
い
て
、
農
業
委
員
会
組
織
を

挙
げ
て
真
に
農
業
農
村
の
発
展

に
な
る
よ
う
、
引
き
続
き
運
動

を
継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

各
位
の
ご
指
導
ご
協
力
を
お
願

い
し
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
い
た
し

ま
す
。

木
島
地
区
に
於
け
る

  「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
に 

　

 

対
す
る
取
り
組
み
に

　
　
　
　
　

    

つ
い
て国民年金+農業者年金

　国民年金の支給額は、夫婦二人で月額約 13
万円です。一方、高齢農家の家計費は夫婦二人
で月額 23 万円～ 24 万円が必要となるデータが
あります。→月額約 10万円不足！

お問い合わせは農業委員または農業委員会事務局へ

４つのおすすめポイント
①終身年金
②保険料額の自由設定・変更可能
（月額2万円～6万7千円の間で千円単位で選択自由）
③税制面でのメリット
④積立方式の確定拠出型年金

女性農業者の皆さんもあなた自身の年金を！

農業者の老後の備えは

　　あしあと 11・12月の活動記録
11月   8 日 農業委員会役員会

28日    11 月農業委員会総会
〃　 農業者年金学習会

　12月 10日 農地相談
  　　〃　 農業委員会役員会

17日 県農村女性フェスティバル（長野市）
26日 12月農業委員会総会

年
３
月
に
地
域
農
業
の
将
来

（
人
と
農
地
の
問
題
）
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
、
本
年
３
月

に
は
農
業
経
営
計
画
書
・
農
地

の
「
貸
付
け
」「
借
受
け
」
希

望
申
込
書
の
取
り
ま
と
め
を
区

長
会
を
通
じ
て
実
施
し
ま
し

た
。

　

木
島
地
区
農
業
再
生
セ
ン

タ
ー
で
は
、
①
農
地
の
貸
借
が

ス
ム
ー
ズ
に
行
わ
れ
る
取
組
み

と
し
て
「
農
地
利
用
調
整
委
員

会
」
②
水
田
経
営
継
続
・
振
興

す
る
た
め
の
取
組
み
と
し
て「
水

稲
振
興
委
員
会
」
③
畑
作
経
営

が
継
続
振
興
す
る
た
め
の
取
組

み
と
し
て
「
畑
作
振
興
委
員
会
」

④
農
道
・
水
利
等
農
業
生
産
基

盤
が
維
持
継
続
で
き
る
た
め
の

取
組
み
と
し
て
「
農
業
基
盤
管

理
委
員
会
」
の
各
ワ
ー
キ
ン
グ

グ
ル
ー
プ
を
設
置
し
、
分
科
会

及
び
全
体
会
合
を
含
め
23
回
の

議
論
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。　

　

人
・
農
地
プ
ラ
ン
の
実
質
化

の
課
題
解
決
へ
の
道
の
り
は
長

く
困
難
を
伴
い
ま
す
が
、
今
後
、

優
良
農
地
の
荒
廃
を
未
然
に
防

ぐ
た
め
、
土
地
の
集
積
・
集
約

を
進
め
意
欲
あ
る
担
い
手
が
地

域
農
業
維
持
発
展
の
た
め
取
り

組
ん
で
い
け
る
よ
う
、
地
道
な

活
動
を
続
け
て
い
こ
う
と
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

農業者年金に
加入しませんか？

加 入
要 件

 ① 60歳未満の方
 ②国民年金第1号被保険者
 ③年間60日以上農業に従事している方



　

私
の
住
む
秋
津
地
区
は
、
月
に

３
回
『
に
こ
に
こ
ア
キ
ッ
ズ
』
と

い
う
子
育
て
支
援
サ
ー
ク
ル
が
あ

り
ま
す
。「
自
由
遊
び
」、「
リ
ト
ミ
ッ

ク
」、「
手
作
り
お
や
つ
講
習
会
」、

「
春
秋
の
バ
ス
遠
足
」、夏
は
「
プ
ー

ル
遊
び
」、冬
は「
ク
リ
ス
マ
ス
会
」、

「
豆
ま
き
」
等
の
イ
ベ
ン
ト
が
盛
り

沢
山
で
す
。

　

毎
月
楽
し
み
に
し
て
い
る
、
更

生
保
護
女
性
会
さ
ん
に
よ
る
「
手

作
り
お
や
つ
講
習
会
」
で
は
、
飯

山
の
伝
統
的
な
お
や
つ
（
や
し
ょ

う
ま
、
ニ
ラ
煎
餅
、
お

は
ぎ
）
の
他
に
、
季
節

の
果
物
や
野
菜
を
使
っ

た
体
に
優
し
い
お
や
つ

を
教
え
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

　

我
が
家
は
男
の
子
二

人
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

家
の
中
で
遊
ん
で
い
る

と
ど
う
し
て
も
お
互
い

ス
ト
レ
ス
が
溜
ま
っ
て

し
ま
う
の
で
、毎
日
「
ど

こ
に
出
か
け
よ
う
か
？
」

「
何
を
し
よ
う
か
？
」
と

考
え
て
い
ま
す
が
、
民

生
児
童
委
員
さ
ん
を
は

じ
め
、
地
域
の
方
々
の
ご
協
力
の

も
と
、
こ
の
様
な
場
に
参
加
さ
せ

て
い
た
だ
き
、
大
変
有
り
難
く
思

い
ま
す
。

　

秋
津
地
区
だ
け
で
は
な
く
、
飯

山
に
は
子
ど
も
と
保
護
者
が
集
ま

れ
る
場
が
沢
山
あ
り
ま
す
。
自
分

た
ち
の
子
ど
も
が
大
き
く
な
り
子

育
て
を
す
る
時
代
に
も
、
地
域
全

体
で
見
守
り
、
子
ど
も
や
子
育
て

世
代
に
優
し
い
こ
の
環
境
が
ず
っ

と
続
い
て
行
っ
て
欲
し
い
と
思
い

ま
す
。

年
頭
所
感 
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
必
要
と
さ
れ
、

頼
り
に
さ
れ
る
公
民
館
を
め
ざ
し
て

飯
山
市
公
民
館
長 　

小
林 

芳
裕

の
復
興
を
支
え
る
た
め
の
義
援
金

を
募
る
箱
が
置
か
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
流
れ
を
見
た
だ
け
で

も
、昨
年
一
年
間
は
公
民
館
に
と
っ

て
も
忘
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
年

と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
こ
に
あ
ら
た
め
て
、
台
風
19

号
に
よ
り
被
災
さ
れ
た
皆
様
に
お

見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
飯
山
市
に
は
公
民
館
が

設
立
当
初
か
ら
11
館
あ
り
、
そ
れ

ぞ
れ
が
特
色
あ
る
活
動
を
継
続
し

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
全
国
の
動

向
や
県
内
の
様
子
を
み
る
と
、
公

民
館
の
数
は
平
成
の
時
代
を
経

て
、
大
幅
に
減
少
し
て
い
る
現
実

が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
平
成

の
は
じ
め
に
は
県
内
で
１
９
０
０

館
を
超
え
て
い
ま
し
た
が
、
今
は

１
５
０
０
ほ
ど
に
な
っ
て
お
り
、

そ
の
減
少
率
は
全
国
平
均
よ
り
も

高
い
値
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
ん

な
中
、
平
成
30
年
12
月
に
中
央

教
育
審
議
会
か
ら
「
人
口
減
少
時

代
の
新
し
い
地
域
づ
く
り
に
向
け

た
社
会
教
育
の
振
興
方
策
に
つ
い

て
」
の
答
申
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
答
申
で
は
、
人
口
減
少
な
ど

様
々
な
課
題
が
顕
在
化
し
て
く
る

こ
れ
か
ら
の
時
代
に
と
っ
て
、「『
社

会
教
育
』
を
基
盤
と
し
た
、 

人
づ

く
り
・
つ
な
が
り
づ
く
り
・
地
域

づ
く
り
」
が
一
層
重
要
に
な
る
と

し
た
上
で
、
今
後
の
公
民
館
に
求

め
ら
れ
る
役
割
も
た
く
さ
ん
述
べ

ら
れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、

・
地
域
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に

必
要
な
学
習
を
推
進
す
る
役
割

・
学
習
の
成
果
を
地
域
の
た
め
に

な
る
具
体
的
な
活
動
に
つ
な
げ

て
い
く
役
割

・
地
域
の
防
災
拠
点
と
し
て
の
役
割

・
地
域
の
子
ど
も
、
若
者
、
高
齢

者
の
多
世
代
交
流
の
場
と
し
て

の
役
割

・
学
校
と
の
連
携
を
強
化
し
つ
つ

地
域
学
校
協
働
活
動
の
拠
点
と

し
て
の
役
割

・
外
国
人
が
地
域
の
生
活
に
加

わ
っ
て
い
く
た
め
の
学
び
の
場

と
し
て
の
役
割
、
な
ど
で
す
。

　
こ
れ
ら
は
、
今
ま
で
の
公
民
館

活
動
の
中
で
も
多
か
れ
少
な
か
れ

意
識
さ
れ
て
き
た
こ
と
で
す
が
、

こ
の
答
申
で
あ
ら
た
め
て
明
確
に

示
さ
れ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

飯
山
市
の
11
の
公
民
館
が
、
こ

れ
か
ら
も
地
域
の
皆
様
か
ら
必
要

と
さ
れ
、
頼
り
に
さ
れ
る
公
民
館

と
し
て
あ
り
続
け
る
た
め
に
、
ど

の
よ
う
に
変
わ
っ
て
い
っ
た
ら
よ

い
の
か
を
見
つ
め
直
す
一
年
に
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

公
民
館
の
窓
口
の
様
子
か
ら
昨

年
を
振
り
返
っ
て
み
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
６
月
に
は
、
旧
満
州
か
ら
の
日

本
人
の
引
き
揚
げ
に
尽
力
し
た

丸
山
邦
雄
さ
ん
の
ブ
ロ
ン
ズ
像
建

立
に
向
け
て
、
寄
付
を
お
願
い
す

る
た
め
に
募
金
箱
が
置
か
れ
ま
し

た
。
そ
し
て
、
し
ば
ら
く
す
る
と
、

今
度
は
、
飯
山
高
校
野
球
部
が
甲

子
園
出
場
と
い
う
歴
史
に
残
る
快

挙
を
成
し
遂
げ
、
こ
れ
を
応
援
す

る
募
金
箱
が
並
ん
で
置
か
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
今

は
、
台
風
19
号
に
よ
る
災
害
か
ら

　
「
家
で
は
な
か
な
か
で
き
な
い

体
験
を
親
子
で
楽
し
も
う
」
の

テ
ー
マ
の
も
と
、
未
就
園
児
と
そ

の
保
護
者
を
対
象
に
開
催
し
た

「
み
ん
な
の
お
も
し
ろ
ひ
ろ
ば
」が
、

12
月
７
日
の
お
も
ち
つ
き
と
お
楽

し
み
会
を
も
っ
て
終
了
し
ま
し

た
。
毎
回
季
節
感
を
取
り
入
れ
た

内
容
を
心
掛
け
て
い
る
こ
の
企
画

で
す
が
、
今
年
度
も
親
子
延
べ
59

組
、
１
６
０
名
の
皆
さ
ん
が
参
加
。

多
く
の
親
子
の
素
敵
な
笑
顔
に
出

会
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
６
月
の
第
１
回
は
、
飯
山
復
活

教
会
を
見
学
し
、
長
峰
運
動
公
園

の
遊
具
で
思
い
っ
き
り
外
遊
び
。

た
く
さ
ん
遊
ん
だ
あ
と
は
、
み
ん

な
で
出
来
立
て
の
豚
汁
を
食
べ
ま

し
た
。

　
７
月
の
第
２
回
は
世
界
の
珍
し

い
楽
器
に
触
れ
た
音
楽
会
。
思
い

思
い
に
音
楽
を
楽
し
ん
だ
あ
と
は
、

流
し
そ
う
め
ん
。
流
れ
て
く
る
そ

う
め
ん
や
ミ
ニ
ト
マ
ト
に
嬉
々
と

し
て
箸
を
伸
ば
し
ま
し
た
。

　

10
月
の
第
３
回
は
、
子
ど
も
館

「
き
ら
ら
」
で
「
み
ん
な
で
遊
ぼ

う
ヨ
ー
イ
ド
ン
！
」
を
開
催
。
走

る
の
は
も
ち
ろ
ん
、
体
操
、
お
や

つ
探
し
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内

容
で
、
親
子
で
運
動
の
秋
を
満
喫

し
ま
し
た
。

　

第
４
回
の
お
も
ち
つ
き
と
お
楽

し
み
会
で
は
、
前
半
に
４
人
組
か

ら
な
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
集
団「
フ

レ
ッ
シ
ュ
ば
あ
ず
」
に
よ
る
お
楽

し
み
会
。
手
遊
び
や
リ
ズ
ム
遊
び

に
笑
顔
が
溢
れ
ま
し
た
。
後
半
は

ウ
ス
と
キ
ネ
を
使
っ
て
の
お
も
ち

つ
き
。
大
人
が
威
勢
の
良
い
掛
け

声
と
と
も
に
手
際
よ
く
餅
を
つ
く

と
、
仕
上
げ
は
子
ど
も
た
ち
も
キ

ネ
を
持
っ
て
ペ
ッ
タ
ン
ペ
ッ
タ
ン
。

つ
き
た
て
の
味
は
格
別
で
し
た
。

み
ん
な
の
お
も
し
ろ
ひ
ろ
ば
開
催
報
告

季
節
感
を
取
り
入
れ
た
体
験
を

親
子
で
エ
ン
ジ
ョ
イ

秋
津
地
区　
丸
山　
綾

マイ　★★
オピニオン
意見・私見

地
域
で
楽
し
く
子
育
て
を

飯山市成人式協力員大募集！！
　令和２年度飯山市成人式（8月 15 日開催予定）に先
立ち、成人式該当者（Ｈ 11.4.2 ～Ｈ 12.4.1 生）の皆
さまの中より協力員を募集します。
　詳しくは飯山市公民館☎62-3342までお問い合わせく
ださい。お待ちしております。

自分たちの成人式を、
自分たちでプロデュースしよう！！

生
涯

学
習

No.57

飯山市公民館 ☎ 62-3342
市立飯山図書館 ☎ 62-1118
飯山市美術館 ☎ 62-1501
いいやま女性センター未来 ☎ 62-0543
飯山市ふるさと館 ☎ 67-2030
飯山市文化交流館なちゅら ☎ 67-0311
飯山公民館 ☎ 62-3342
秋津公民館 ☎ 62-2330
木島公民館 ☎ 62-0555
瑞穂公民館 ☎ 65-2501
柳原公民館 ☎ 62-5562
富倉公民館 ☎ 67-2136
外様公民館 ☎ 62-1029
常盤公民館 ☎ 62-3200
太田公民館 ☎ 65-4579
岡山公民館 ☎ 69-2010

だより

公民館報   NO.758
図書館だより　NO.486

飯山の文化財

24

田んぼや沼など、ぬかるんだ場
所に入る時に履いた。全国的に
は広い板状の田下駄が一般的に
使われていたため、木をくり抜
いて用いた本品は珍しい例とい
える。大倉崎にお住まいの方か
らご寄贈いただいたもの。

ヤチゲタ
（飯山市ふるさと館蔵）

令和2年（2020）　1月15日発行
発行・編集：市民学習支援課
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飯山市ゆかりの作家10人の作品約 50点を展示しています。

令和元年度 後期コレクション展示展示室

小橋城写真展「鍋倉の森」開催中！ロビー＆ギャラリー
関連イベント：2 / 2（日）15：30 ～ギャラリートーク、2/11（火）15：30 ～ギャラリーツアー

入館料、大人 300 円・市内小中学生無料で全館ご覧いただけます。皆さまのお越しをお待ちしています。

飯山市美術館では、長野県信濃美術館
移動展が終了し展示替えを行いました。

展示替えのお知らせ

お問合せ　飯山市美術館　☎ 62-1501お問合せ：飯山市文化交流館なちゅら　☎67-0311（9:00 ～22:00、火曜日休館）

第6回生ハム講座～スペイン風ハモンセラーノ～ 2/29・3/7 土 9:00～11:00

◆集合場所 ： 飯山市公民館　料理実習室
◆対象者 ： 市民及び市内に在勤の方
◆定員 ： 18 名（応募多数の場合は抽選となります）
◆持ち物 ： エプロン、三角巾、果物ナイフ、食塩（初回３㎏、２回目 1㎏）
◆材料費 ： 11,000 円
◆受講料 ： 　  400 円
◆募集期間 ： 1 月 20日（月）～ 2月 14日（金）
◆申込先 ： 飯山市公民館　☎ 62-3342
・重さ 10㎏のモモ肉（原木）を使用します。
・カビをはやさないラックスハム。
・予備熟成（6ヶ月）は工場にて保管するため、失敗はありません。

女性センター未来くらしのセミナー

『アロマワックスサシェ」講座 2/21 金 10:00 ～12:30

人気のアロマオイルの好きな香りで、プリザープドフラワーで癒さ
れ空間のアロマワックスサシェを作って見ませんか。
◆集合場所 ： いいやま女性センター未来　創作室
◆講師 ： 日比谷花壇ブライダルフラワーコーディネーター
◆対象者 ： 市民及び市内に在勤の方
◆定員 ： 15 名（子ども同伴可）
◆持ち物 ： エプロン、花バサミ
◆材料費 ： 2,000 円（お茶代込）
◆受講料 ：   200 円
◆募集期間 ： 1 月 21日（火）～ 2月 10日（月）
◆申込先 ： 女性センター未来　☎ 62-0543

日本古楽アカデミー
バロック音楽公演
～落語＆バロックの異色コラボ～
　大阪市と飯山市の市民交流姉妹都市企画として、落語家・
桂
かつら はなだんじ

花團治を迎えてバロック音楽のコンサートを開催します。
バッハ、テレマンといったドイツ・バロックの巨匠たちの器
楽曲を、日本古楽アカデミーの皆さんがヴァイオリン、ヴィ
オラ、チェロなどのオリジナル楽器で演奏します。
　花團治による軽妙な解説を交えた演奏で、豪華にきらめく
バロック音楽の音色をたっぷりご堪能ください。

2020.3.1（日）開場 14：30開演 15：00

一般 2,500 円　高校生以下 1,500 円（当日＋ 500 円）
※未就学児の入場はご遠慮ください。

・桂花團治　落語「豊
とよたけや

竹屋」  
・日本古楽アカデミー演奏
G.Ph.テレマン弦楽の為の協奏曲ニ長調TWV43:D4 
J.S. バッハ管弦楽組曲第2番ロ短調BWV1067より 

・花團治 +日本古楽アカデミーの共演
G.Ph.テレマン組曲「ドン・キホーテのブルレスケ」
TWV55:G10

料　金

プログラム

飯山市文化交流館なちゅら（小ホール）

サキタハヂメ
～ミュージカルソー・コンサート～

　のこぎり楽器「ミュージカルソー」の世界大会で 2度優勝。
作曲家としても、Eテレの人気番組「シャキーン !」 の全編音
楽などあらゆる分野で活躍中のサキタハヂメによるコンサー
ト。当日は北信濃子ども合唱団とのコラボステージも予定。

2020.3.14（土）開場 13：30開演 14：00

一般・中高生 2,500 円　小学生 1,500 円
※未就学児は保護者一人につき一人までひざ上鑑
賞無料。ただし、席が必要な場合は小学生料金
が必要です。

料　金

飯山市文化交流館なちゅら（大ホール）

バロック音楽公演
～落語＆バロックの異色コラボ～
　大阪市と飯山市の市民交流姉妹都市企画として、落語家・
桂
かつら はなだんじ

花團治
バッハ、テレマンといったドイツ・バロックの巨匠たちの器
楽曲を、日本古楽アカデミーの皆さんがヴァイオリン、ヴィ
オラ、チェロなどのオリジナル楽器で演奏します。
　花團治による軽妙な解説を交えた演奏で、豪華にきらめく
バロック音楽の音色をたっぷりご堪能ください。

2020.3.12020.3.1
プログラム

飯山市文化交流館なちゅら（小ホール）飯山市文化交流館なちゅら（小ホール）

日本古楽アカデミー

桂花團治
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飯

山

◇
小
学
生
　
新
年
書
初
め
大
会

　
１
月
４
日
９
時
30
分
か
ら
飯
山

市
公
民
館
講
堂
に
お
い
て
小
学
生

３
年
生
か
ら
６
年
生
を
対
象
と
し

た
書
初
め
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

 

参
加
者
29
名
は
、
池
田
稔
幸
さ

ん
・
岩
松
義
雄
さ
ん
・
中
村
直
美

さ
ん
の
指
導
に
よ
り
、
冬
休
み
の

宿
題
の
書
初
め
と
、
公
民
館
の
書

初
め
会
の
課
題
に
、
全
員
一
生
懸

命
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

１
月
日
24
日
㈮
正
午
ま
で
公

民
館
１
階
の
通
路
に
展
示
し
て
あ

り
ま
す
の
で
、
力
強
い
作
品
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

木

島

◇
第
46
回
木
島
健
康
祈
願
祭

（
元
旦
ラ
ン
ニ
ン
グ
）

　

木
島
地
区
で
は
恒
例
の
行
事
と

な
っ
て
い
る
「
健
康
祈
願
祭
・
元

旦
ラ
ン
ニ
ン
グ
」
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

今
年
一
年
の
健
康
を
祈
願
し
、

ラ
ン
ニ
ン
グ
で
元
気
よ
く
走
っ
た

後
は
、
皆
で
餅
つ
き
を
楽
し
み
、

１
０
０
円
で
参
加
で
き
る
豪
華
賞

品
付
「
お
年
玉
抽
選
会
」
を
行
い

楽
し
み
ま
し
た
。

◇
第
36
回
木
島
少
年
ク
ロ
ス
カ

ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
大
会

・
期
日　
１
月
26
日
㈰

午
前
８
時
45
分
〜

・
場
所　

木
島
工
業
団
地

北
側
特
設
コ
ー
ス

◇
木
島
振
興
委
員
会
及
び
各
団

体
総
会
・
木
島
地
区
人
権
学
習
会

　

木
島
振
興
委
員
会
及
び
公
民

館
運
営
審
議
会
を
含
め
た
各
団

体
総
会
と
木
島
地
区
人
権
学
習

会
を
開
催
し
ま
す
。

　

振
興
委
員
会
の
特
別
委
員
会

を
含
め
13
会
計
の
報
告
と
事
業

計
画
に
つ
い
て
審
議
し
て
頂
き
ま

す
の
で
、
関
係
さ
れ
る
皆
様
の
参

加
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
木
島
地
区
人
権
学
習

会
は
、
関
係
団
体
総
会
開
会
中

の
午
後
２
時
50
分
か
ら
開
催
し
ま

す
の
で
大
勢
の
ご
参
加
を
お
願
い

致
し
ま
す
。

・
期
日　
２
月
23
日
㈰

午
後
１
時
30
分
〜

・
場
所　

木
島
公
民
館

瑞

穂

◇
年
越
し
そ
ば
講
習
会
＆
試
食
会

　

年
越
し
そ
ば
を
自
分
で
打
て

る
よ
う
に
と
瑞
穂
公
民
館
恒
例
の

「
年
越
し
そ
ば
講
習
会
＆
試
食
会
」

を
12
月
７
日
午
後
３
時
か
ら
開
催

し
ま
し
た
。

　

講
師
に
今
年
も
地
元
瑞
穂
地

区
の
３
人
の
そ
ば
打
ち
の
先
生
を

お
願
い
し
、「
二
八
そ
ば
」
と
「
富

倉
そ
ば
」
コ
ー
ス
に
分
か
れ
て
、

そ
ば
打
ち
講
習
と
試
食
会
を
行
い

ま
し
た
。

　

富
倉
そ
ば
コ
ー
ス
は
１
時
間
早

め
に
取
り
か
か
り
ま
し
た
。

　

講
師
が
参
加
者
の
間
を
巡
回

し
て
、
水
加
減
や
こ
ね
具
合
な
ど

の
助
言
を
行
い
、
い
ろ
い
ろ
な
出

来
栄
え
の
そ
ば
が
で
き
あ
が
り
ま

し
た
。

　

講
習
終
了
後
の
試
食
会
に
も
、

今
年
は
大
勢
参
加
し
て
い
た
だ

き
、
そ
れ
ぞ
れ
が
打
っ
た
そ
ば
の

出
来
栄
え
を
確
認
し
な
が
ら
、
マ

イ
手
打
ち
そ
ば
を
十
分
に
味
わ
い

ま
し
た
。

外

様

◇
高
齢
者
と
子
ど
も
の
集
い

し
め
縄
を
作
ろ
う

　

12
月
８
日
に
外
様
地
区
社
会

福
祉
協
議
会・子
ど
も
会
育
成
会・

更
生
保
護
女
性
会
と
一
緒
に
、
新

年
に
向
け
、
地
区
内
で
刈
っ
た
ス

ゲ
で
し
め
縄
を
作
り
ま
し
た
。

　
こ
の
集
い
の
タ
イ
ト
ル
ど
お
り

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
お
孫
さ
ん
の
組

を
は
じ
め
、
親
子
の
方
々
に
も
大

勢
参
加
い
た
だ
き
、
家
族
の
交
流

や
地
区
内
の
親
睦
を
深
め
る
場
に

な
り
ま
し
た
。。

　
し
め
縄
作
り
の
後
は
、
更
生
保

護
女
性
会
の
皆
さ
ん
の
手
作
り
お

に
ぎ
り
と
と
ん
汁
を
お
い
し
く
い

た
だ
き
ま
し
た
。

◇
第
20
回
か
ま
く
ら
祭
り

・
期
日　
２
月
８
日
㈯
・
９
日
㈰

・
会
場　

レ
ス
ト
ラ
ン
こ
と
ぶ
き

村
周
辺

　

外
様
公
民
館
で
は
イ
ベ
ン
ト

部
会
の
中
核
と
し
て
国
際
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
学
生
協
会
の
皆
さ
ん
と
と

も
に
、
宝
探
し
や
雪
積
み
タ
ワ
ー

レ
ー
ス
な
ど
の
人
気
の
催
し
に
取

り
組
み
ま
す
。
お
誘
い
合
わ
せ
の

う
え
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

・
問
合
せ　

外
様
公
民
館

☎
62
１
０
２
９

常

盤

◇
ミ
ニ
門
松
づ
く
り
講
座

　

12
月
21
日
常
盤
公
民
館
に
て

恒
例
の
学
習
講
座
「
ミ
ニ
門
松
づ

く
り
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
今
回

も
柳
新
田
区
、
滝
沢
正
幸
さ
ん
と

海
野
幸
男
さ
ん
を
講
師
に
、
17
名

の
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
こ
の
ミ
ニ
門
松
は
簡
単
に
作
成

で
き
て
、ど
こ
に
で
も
飾
れ
る
ち
ょ

う
ど
よ
い
大
き
さ
で
、
材
料
の
竹
、

稲
わ
ら
と
サ
ン
ゴ
ミ
ズ
キ
は
地
元

産
で
す
。
一
人
で
３
個
も
作
ら
れ

た
方
も
お
ら
れ
ま
し
た
。
平
成
20

年
か
ら
始
ま
っ
て
、
毎
年
好
評
の

学
習
講
座
と
な
り
ま
し
た
。

◇
常
盤
地
区
団
体
総
会

　

常
盤
公
民
館
の
令
和
２
年
度

事
業
計
画
・
予
算
を
決
定
す
る

公
民
館
運
営
審
議
会
を
２
月
１
日

㈯
に
開
催
し
ま
す
。
交
通
安
全･

防
犯
協
会
な
ど
６
団
体
合
同
の
総

会
と
な
り
ま
す
。

太

田

◇
親
子
で
ミ
ニ
門
松
づ
く
り
教
室

　

12
月
22
日
に
今
井
の
村
松
丈た

け
るさ

ん
を
講
師
に
お
願
い
て
、
戸
狩
小

学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
の
共
催
事
業
と
し

て
太
田
公
民
館
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

親
子
で
思
い
思
い
の
門
松
を
作

り 

楽
し
み
ま
し
た
。
終
了
後
は
作

成
し
た
門
松
を
並
べ
て
の
品
評
会

を
し
ま
し
た
。
造
化
の
梅
や
水
引

を
加
え
る
と
世
界
に
１
つ
だ
け
の
オ

リ
ジ
ナ
ル
門
松
に
変
身
し
ま
し
た
。

岡

山

◇
ハ
ー
バ
リ
ウ
ム
創
作

（
子
ど
も
育
成
会
協
議
会
共
催
）

　

12
月
15
日
岡
山
公
民
館
に
て

ハ
ー
バ
リ
ウ
ム
創
作
を
開
催
し
ま

し
た
。
講
師
に
小
出
洋
美
さ
ん
を

お
迎
え
し
、
観
賞
用
フ
ラ
ワ
ー
ア

レ
ン
ジ
を
体
験
し
ま
し
た
。
初
め

て
の
方
が
多
く
、
戸
惑
っ
て
い
ま
し

た
が
、
個
々
の
感
性
を
高
め
て 

思

い
思
い
の
作
品
を
創
作
し
ま
し
た
。

皆
さ
ん
自
分
の
作
品
に
満
足
し
た

様
子
で
、
綺
麗
な
ハ
ー
バ
リ
ウ
ム

が
出
来
上
が
っ
た
様
子
で
し
た
。

飯山城下町ひな街道

ひな人形展

土人形は無病息災や子供の成長を願い作られたそうで
す。あなたの大切な人のために絵付けしてみませんか？

期日：２月22日（土）13：00 ～15：00 
場所：ふるさと館
定員：20名 ( 受講料：200円、材料費：600円 )
募集期間：2月1日（土）～15日（土）

土びな絵付け体験
お問合せ・申込先　飯山市ふるさと館　☎ 67-2030

令和2年1月18日（土）～ 3月15日（日）9：00～17：00

　ふるさと館を色とりどりの雛たちが彩りを添えてくれます。
　多段飾りや享保びな、古今びな等お迎えしていますので是非ふるさと館までお越しください。

第40回記念
飯山市民芸術祭参加者募集！！
　日頃の活動の成果を披露する絶好の機会です。
大勢の皆さまのご参加をお待ちしております。
■開催期日および会場
〇 オープニングセレモニー /舞台部門
 4 月 12 日（日）
 会場：飯山市文化交流館なちゅら
〇 展示部門
 4 月 18 日（土）・19日（日）
 会場：飯山市公民館・飯山市美術館
■申込期間
1 月 15 日（水）～２月 1日（土）
■申込み・問合せ先
文化交流課　☎ 67-0311
（飯山市文化交流館なちゅら・火曜日休館）

飯山城下町ひな街道

2829  生涯学習だより / 20.1



し
、
読
書
に
親
し
む
き
っ
か
け
に

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

図
書
館
で
は
、
こ
の
ほ
か
に
も

若
い
世
代
向
け
の
本
を
た
く
さ
ん

揃
え
て
い
ま
す
の
で
、
気
軽
に
お

立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

　

毎
年
、
40
の
都
道

府
県
に
設
置
さ
れ
て

い
る
読
書
推
進
運
動

協
議
会
よ
り
、
こ
の

１
年
に
出
版
さ
れ
た

本
の
中
か
ら
「
若
い

人
に
ぜ
ひ
読
ん
で
も

ら
い
た
い
本
」
が
推

薦
さ
れ
、
そ
れ
を
も

と
に
、
読
書
推
進
運

動
協
議
会
の
事
業
委

員
会
で
24
冊
の
書
目

（
下
表
参
照
）を
選
定
、

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
制

作
し
、
全
国
の
公
共

図
書
館
や
書
店
等
に

配
布
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
若
い
人
に
贈
る
読
書

の
す
す
め
」
は
、
成

人
式
や
卒
業
式
な
ど

を
経
て
、
人
生
の
新

た
な
一
歩
を
踏
み
出

す
若
い
世
代
に
読
ん

で
欲
し
い
本
を
紹
介

す
る
運
動
で
す
。

　
日
頃
か
ら
忙
し
く
、
読
書
に
時

間
が
ま
わ
ら
な
い
と
い
う
若
い
世

代
の
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、

話
題
に
な
っ
て
い
る
本
を
読
ん
で

み
る
の
も
よ
し
、
タ
イ
ト
ル
が
気

に
な
る
本
を
読
ん
で
み
る
の
も
よ

2020「若い人に贈る読書のすすめ」
―これから先の人生のために、読んでおきたい「１冊」あります―

ノーサイド・ゲーム 池井戸 潤
死にがいを求めて生きているもの 朝井 リョウ
線は、僕を描く 砥上 裕將
本と鍵の季節 米澤 穂信
空は逃げない まほら三桃
空ニ吸ワレシ 15ノココロ 園田 由紀子
ぼくはイエローでホワイトで、ちょっとブルー ブレイディみかこ
「死ぬんじゃねーぞ !!」いじめられている君はゼッタイ悪くない 中川 翔子
９月１日　母からのバトン 樹木 希林　内田 也哉子
「空気」を読んでも従わない 鴻上 尚史
脱・呪縛 鎌田  實（著）　こやまこいこ（絵）
きみを変える 50の名言　山中伸弥、さかなクンほか 佐久間 博（文）　pon-marsh（絵）
何のための「教養」か 桑子 敏雄
未来を生きるスキル 鈴木 謙介
本当の「頭のよさ」って何だろう？ 齋藤 　孝
人をつくる読書術 佐藤 　優
14歳からの政治入門 池上 　彰
ビッグ・クエスチョン〈人類の難問〉に答えよう スティーヴン・ホーキング（著）　青木 薫（訳）
平和のバトン 広島の高校生たちが描いた８月６日の記憶 弓狩 匡純
ふるさとって呼んでもいいですか ナディ（著）　山口 元一（解説）
地球生まれで旅育ち ヤマザキマリ
南極ではたらく 渡貫 淳子
どん底からの甲子園 タイムリー編集部（編）
世界のはての少年 ジェラルディン・マコックラン（著）　杉田 七重（訳）

　

今
年
も
引
き
続
き
図
書
館
を

気
持
ち
よ
く
ご
利
用
た
だ
く
た

め
、
お
願
い
し
た
い
こ
と
が
２
つ

あ
り
ま
す
の
で
、
Ｑ
＆
Ａ
形
式
で

ご
紹
介
し
ま
す
。

①
図
書
館
資
料
の
撮
影
・
複
写

Ｑ
・
図
書
館
の
本
は
写
真
撮
影
で

き
ま
す
か
？

Ａ
・
図
書
館
の
本
や
資
料
の
撮
影

は
、
著
作
権
法
に
よ
り
禁
止
さ
れ

て
い
ま
す
。
個
人
の
調
査
研
究
の

た
め
に
資
料
の
写
し
が
必
要
な
場

合
は
、
カ
ウ
ン
タ
ー
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。
職
員
が
資
料
の
コ

ピ
ー
を
行
い
ま
す
。（
有
料
）

　

ま
た
、
複
写
が
認
め
ら
れ
る
の

は
、
著
作
物
全
体
の
半
分
以
下
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
最
新
号

の
雑
誌
や
当
日
の
新
聞
の
複
写
は

で
き
ま
せ
ん
。
詳
し
く
は
カ
ウ
ン

タ
ー
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

②
図
書
館
の
本
が
破
れ
た
と
き

Ｑ
・ 

図
書
館
で
借
り
た
本
の
ペ
ー

ジ
が
破
れ
た
場
合
、セ
ロ
ハ
ン
テ
ー

プ
で
直
し
て
良
い
で
す
か
？

Ａ
・
セ
ロ
ハ
ン
テ
ー
プ
等
で
の
応

急
処
置
は
行
わ
な
い
で
く
だ
さ

い
。
セ
ロ
ハ
ン
テ
ー
プ
は
時
間
が

経
つ
と
変
質
す
る
た
め
、
本
の
修

理
に
は
向
い
て
い
ま
せ
ん
。
図
書

館
で
は
専
用
の
テ
ー
プ
で
修
理
し

て
い
ま
す
の
で
、
そ
の
ま
ま
の
状

態
で
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

 

図
書
館
か
ら
の
お
願
い

▲本の修理専用のテープ・接着剤

　
「
今
年
は
去
年
よ
り
更
に
い
い

年
に
し
た
い
!!
」
と
、
何
か
新
し

い
こ
と
を
始
め
て
み
よ
う
と
希
望

を
持
っ
て
新
年
を
迎
え
た
方
は
多

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ

ん
な
皆
さ
ん
に
お
す
す
め
の
本
を

テ
ー
マ
コ
ー
ナ
ー
に
揃
え
ま
し
た
。

　

ジ
ャ
ン
ル
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、

「
は
じ
め
て
の･･･

」「
ゼ
ロ
か
ら
の

･･･

」「･･･

入
門
」
な
ど
、
新
し
い

こ
と
を
始
め
る
た
め
に
、
そ
っ
と

背
中
を
押
し
て
く
れ
そ
う
な
本
ば

か
り
で
す
。

　

や
り
た
い
こ
と
が
決
ま
っ
て
い

る
方
も
、
こ
れ
か
ら
決
め
よ
う
と

い
う
方
も
、
ぜ
ひ
参
考
に
し
て
み

て
く
だ
さ
い
。

り
取
り
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　
お
は
な
し
会
の
最
後
、
全
員
で

「
サ
ン
タ
さ
〜
ん
！
」
と
大
き
な

声
で
呼
ぶ
と
、
お
待
ち
か
ね
の
サ

ン
タ
ク
ロ
ー
ス
が
登
場
。「
今
日
は

新
幹
線
で
や
っ
て
き
た
」
と
話
す

サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
は
、
背
負
っ
て

い
た
白
い
袋
か
ら
プ
レ
ゼ
ン
ト
を

取
り
出
し
、
子
ど
も
た
ち
一
人
ひ

と
り
に
声
を
か
け
な
が
ら
手
渡
し

て
い
ま
し
た
。

　

12
月
15
日
㈰
、
恒

例
の
「
特
別
版
ク
リ

ス
マ
ス
お
は
な
し
会
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
70
名
近
い
皆

さ
ん
に
集
ま
っ
て
い

た
だ
き
、会
場
と
な
っ

た
３
階
多
目
的
室
は
、

会
の
始
ま
り
を
待
つ

人
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、

大
型
絵
本
「
ま
ど
か

ら
★
お
く
り
も
の
」

や
紙
芝
居
「
こ
ね
こ

の
し
ろ
ち
ゃ
ん
」
な

ど
に
熱
心
に
聞
き
入

り
、パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー

「
10
人
の
サ
ン
タ
」
や

手
遊
び
の
「
パ
ン
ダ

か
ぞ
え
た
い
そ
う
」

で
は
、
司
書
と
の
や

サンタがやってきたよ !!
特別版 クリスマスおはなし会

 

何
か
新
し
い
こ
と

 

始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

《
今
月
の
テ
ー
マ
コ
ー
ナ
ー
》

趣　
味
・
実　
用

読
む
薬

五
十
嵐
良
雄

明
智
光
秀

早

島

大

佑

失
敗
し
な
い
遺
言
と
お
墓
の
は
な
し

楠

部

亮

太

す
ぐ
書
け
る
確
定
申
告

須

田

邦

裕

８
０
５
０
問
題

黒

川

祥

子

災
害
か
ら
命
を
守
る
「
逃
げ
地
図
」
作
り

逃
げ
地
図
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

寝
な
が
ら
で
き
る
認
知
症
予
防　
１・２

山

崎

律

子

に
っ
ぽ
ん
建
築
散
歩

小

林

泰

彦

日
本
一
の
洗
濯
屋
が
教
え
る
間
違
い
だ
ら
け
の
洗
濯
術

洗
濯
ブ
ラ
ザ
ー
ズ

Ｈ
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｙ
お
ば
さ
ん
の
し
あ
わ
せ
な
暮
ら
し
方

田
村
セ
ツ
コ

こ
う
ゆ
う
写
真
て
ど
う
撮
る
の
？

森
下
え
み
こ

よ
う
か
ん

虎

屋

文

庫

医
学
博
士
が
考
案
し
た
長
生
き
ふ
り
か
け

平

柳　

要

よ　
み　
も　
の

大
名
倒
産　
上
・
下

浅

田

次

郎

桃
源

黒

川

博

行

抵
抗
都
市

佐
々
木　

譲

勿
忘
草
の
咲
く
町
で

夏

川

草

介

キ
ッ
ド
の
運
命

中

島

京

子

わ
が
殿　
上
・
下

畠

中　

恵

魔
法
使
い
と
最
後
の
事
件

東

川

篤

哉

黒
武
御
神
火
御
殿

宮
部
み
ゆ
き

変
半
身
（
か
わ
り
み
）

村
田
沙
耶
香

で
き
な
い
相
談

森　

絵

都

別
れ
の
季
節

諸

田

玲

子

信
長
、
天
を
堕
と
す

木

下

昌

輝

リ
ボ
ン
の
男

山
崎
ナ
オ
コ
ー
ラ

大　
活　
字

あ
の
戦
争
と
日
本
人　
上
・
下

半

藤

一

利

新
選
組
颯
爽
録　
上
・
下

門

井

慶

喜

内
通
者　
上
・
中
・
下

堂

場

瞬
一

私
が
語
り
始
め
た
彼
は　
上
・
下

三
浦
し
を
ん

利
休
に
た
ず
ね
よ　
上
・
中
・
下

山

本

兼
一

豪
快
茶
人
伝　
上
・
下

火

坂

雅

志

若
き
獅
子

池
波
正
太
郎

郷　
土

信
州
歴
史
の
旅

令

文

社

雑
誌
信
濃
教
育

信
濃
教
育
会

安
曇
野
の
道
祖
神

酒

井

幸

男

新 着 図 書 案 内飯
山
の
歴
史

飯
山
の
社
会
教
育

秋
津
の
歴
史

木
島
の
歴
史

瑞
穂
の
歴
史

柳
原
の
歴
史

富
倉
の
歴
史

外
様
の
歴
史

常
盤
の
歴
史

太
田
の
歴
史

岡
山
の
歴
史

飯
山
の
歴
史

飯
山
の
歴
史

い
い
や
ま

飯
山
の
武
将

飯
山
社
会
教
育

飯
山
の
歴
史

こ
れ
か
ら
飯
山

新
幹
線
と
飯
山

飯
山
に
学
べ

な
ぜ
今
飯
山
か

飯
山
に
住
む

続
飯
山
の
謎

飯
山
エ
ン
ト
ロ
ピ
ー

小
沼
の
歴
史

飯
山
の
薬
草

小
菅
考
飯
山
の
文
学

飯
山
の
伝
統

飯
山
の
動
物

飯
山
の
歴
史

飯
山
の
自
然

太
田
の
歴
史

飯
山
の
食

外
様
の
歴
史

柳
原
の
歴
史

岡
山
の
歴
史

飯
山
の
観
光

常
盤
の
歴
史

富
倉
の
歴
史

秋
津
の
歴
史

瑞
穂
の
歴
史

木
島
の
歴
史

飯
山
の
歴
史

　一見すると平凡だけど、よくよ
く見ると不思議な日本語があるん
です。普段見慣れている街の中を
じっくり見ると、変な日本語が結
構あるかもしれません。
　日本語って面白い！と思える
１冊です。

「
知
っ
て
お
く
と
役
立
つ

　
　

 

街
の
変
な
日
本
語
」

　
　

   

飯
間 

浩
明　

著

◇ 図書館カレンダー ◇
2/1 土
2 日 10:30 ～おはなしひろば
3 月 休館日
4 火
5 水 移動図書館車③温井 ･秋津
6 木 10:30 ～絵本とわらべうたの会
7 金 移動図書館車④太田 ･富倉
8 土
9 日 10:30 ～ブックスタート
10 月 休館日
11 火
12 水 移動図書館車①北原 ･常盤
13 木 10:30 ～絵本とわらべうたの会
14 金 移動図書館車②今井 ･西大滝
15 土
16 日 10:30 ～おはなしひろば
17 月 休館日
18 火
19 水 移動図書館車③温井 ･秋津
20 木 10:30 ～絵本とわらべうたの会
21 金 移動図書館車④太田・富倉
22 土
23 日 10:30 ～おはなしひろば
24 月
25 火 休館日（祝日振替）
26 水 移動図書館車①北原 ･常盤
27 木 10:30 ～絵本とわらべうたの会
28 金 移動図書館車②今井 ･西大滝
29 土

開館時間と休館日
【開館時間】火 ～ 金  9:30 ～ 18:00

土・日・祝    9:30 ～ 17:00
【休 館 日】 月曜（祝日の場合は 翌平日）
　　　　　　年末年始 ･蔵書整理期間等

■の日は休館です。

旬の本・話題の本・意外な本
らいぶらりブックレビュー

図書館
ニュース

【市立飯山図書館 ☎ 62-1118】

朝 日 新 聞 出 版
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いいやま

携帯電話でアクセス

令和2年
謹賀新年

本年もどうぞよろしく
お願いします

　今年度も令和元年 10 月～ 12 月
10 日までの間、市内の商店の皆様
のご協力で赤い羽根共同募金の一環
として「地域をよくする寄付つき商
品プロジェクト」を行いました。こ
れは協力店舗で該当商品を買うとそ
の売上の一部が赤い羽根共同募金に
寄付されるというものです。
　今年度は本町商店街協同組合さま
から７店舗、飯山カードサービス事
業組合さまから１店舗の合計８店舗にご協力いただき、令和
元年 12 月 23 日（月）に行った贈呈式で 41,120 円のご寄付
をいただきました。
　協力店をはじめ、ご協力いただいた皆さま、ありがとうご
ざいました。

住
民
み
ん
な
が
支
え
あ
う
地
域
づ
く
り

社
会
福
祉
法
人
飯
山
市
社
会
福
祉
協
議
会

会 

長
　
　
今
清
水
　
豊
治

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、

希
望
に
満
ち
た
新
春
を
お
迎
え
の

こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
日
頃
か
ら
当
協
議
会
に
対
し
ま

し
て
、
ご
理
解
ご
協
力
を
賜
り
厚

く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
当
協

議
会
は
、
全
市
民
が
参
画
す
る
社

会
福
祉
団
体
と
し
て
、
公
益
性
を

第
一
と
し
て
引
き
続
き
組
織
の
運

営
に
あ
た
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

昨
年
は
、
飯
山
高
校
が
甲
子
園

初
出
場
と
い
う
快
挙
に
全
市
民
が

歓
喜
し
、
積
年
の
夢
が
若
い
人
の

力
に
よ
り
現
実
の
も
の
と
な
り
ま

　

飯
山
市
社
会
福
祉
協
議
会
で

は
、
昨
年
の
台
風
19
号
災
害
を
う

け
、「
飯
山
市
生
活
支
援
・
地
域

さ
さ
え
あ
い
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置

す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
当
セ

ン
タ
ー
は
公
営
住
宅
や
み
な
し
仮

設
住
宅
の
入
居
者
、
高
齢
者
、
障

が
い
者
、
生
活
困
窮
者
、
子
育
て

世
帯
等
の
被
災
者
に
対
し
、
予
想

さ
れ
る
リ
ス
ク
へ
の
対
応
、
安
心

し
た
日
常
生
活
を
支
え
る
た
め
、

生
活
支
援
相
談
員
が
見
守
り
、
生

活
支
援
、
地
域
交
流
等
の
総
合
的

な
支
援
を
実
施
す
る
事
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

　

設
置
期
間
は
、
令
和
2
年
1

月
か
ら
当
分
の
間
設
置
し
ま
す
。

　

事
業
内
容
は
、
①
被
災
さ
れ
た

方
の
課
題
の
調
査
・
把
握
②
総
合

相
談
窓
口
③
見
守
り
活
動
・
生
活

再
建
支
援
④
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

へ
の
参
加
支
援
⑤
関
係
機
関
と
の

連
携
協
力
に
な
り
ま
す
。

　

災
害
で
の
困
り
ご
と
等
に
つ
い

て
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

し
た
。
関
係
者
の
ご
努
力
に
敬
意

と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。ま
た
、

喜
び
も
つ
か
の
間
、
10
月
に
台
風

19
号
が
襲
来
し
、
市
内
で
も
予
期

せ
ぬ
大
災
害
と
な
り
ま
し
た
。
被

災
者
の
皆
さ
ま
に
は
心
か
ら
お
見

舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。
当
協
議

会
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ

ま
の
力
を
お
借
り
し
て
被
災
家
庭

の
復
旧
作
業
の
ほ
か
緊
急
シ
ョ
ー

ト
ス
テ
イ
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、
湯

の
入
荘
の
無
料
開
放
な
ど
市
民
の

皆
さ
ま
の
復
旧
作
業
が
少
し
で
も

は
か
ど
る
様
な
お
手
伝
い
や
対
策

を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
さ
て
、
昨
今
の
社
会
経
済
情
勢

を
取
り
巻
く
環
境
は
、
過
疎
化
、

少
子
高
齢
化
の
進
行
、
地
域
の
結

び
つ
き
や
人
間
関
係
の
希
薄
化
、

家
庭
に
お
け
る
親
の
病
気
や
介

護
・
認
知
症
・
ひ
き
こ
も
り
の
ほ

か
未
婚
者
の
増
加
、
消
費
者
被
害

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
山
積
み

し
て
い
ま
す
。
問
題
を
抱
え
な
が

ら
声
を
上
げ
ら
れ
ず
、
周
り
も
気

づ
か
ぬ
ま
ま
事
態
が
悪
化
し
取
り

残
さ
れ
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
複
合
的
な
、
内
在
化

し
た
個
人
的
な
問
題
を
地
域
社

会
が
ど
う
受
け
止
め
て
い
け
ば
い

い
の
か
、
地
域
の
共
生
の
力
が
問

わ
れ
る
と
思
い
ま
す
。「
住
民
み

ん
な
が
支
え
あ
う
地
域
づ
く
り
」

を
飯
山
市
社
協
の
基
本
と
し
て
市

民
の
皆
さ
ま
と
共
に
歩
ん
で
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
度
の
活
動
目
標
を
①
相

談
体
制
の
充
実
②
福
祉
サ
ー
ビ
ス

の
適
切
な
利
用
支
援
③
福
祉
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
推
進
④
介
護

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
⑤
健
全
な
組
織

運
営
と
し
、
活
動
を
推
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　
こ
の
一
年
が
市
民
の
皆
さ
ま
に

と
り
ま
し
て
夢
と
希
望
に
満
ち
た

幸
多
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
お

祈
り
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
あ
い

さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

　

令
和
元
年
12
月
7
日
に
湯
の

入
荘
で
同
好
会
発
表
会
が
開
催
さ

れ
、
大
広
間
で
は
、
民
踊
、
舞
踊
、

カ
ラ
オ
ケ
な
ど
39
組
の
発
表
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
他
に
も
、
絵
画
、

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
、
ち
ぎ
り
絵
な
ど

の
作
品
展
示
や
パ
ソ
コ
ン
同
好
会

の
実
演
、ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
同
好
会
、

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
ク
同
好
会

の
活
動
記
録
の
展
示
が
さ
れ
ま
し

た
。

　
ま
た
、
11
月
30
日
に
は
、
囲
碁

同
好
会
に
よ
る
囲
碁
大
会
が
行
わ

れ
、
19
人
の
参
加
者
の
熱
戦
が
繰

り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

飯
山
市
生
活
支
援
・

地
域
さ
さ
え
あ
い

セ
ン
タ
ー
　
開
設

福祉センターを彩る館内展示
　飯山市社会福祉協議会では年間を通して様々な団体の作品
を館内に展示しています。素晴らしい作品がたくさんありま
すので、是非ご覧ください。

○年間スケジュールと作品展示団体

○作品紹介

月 団　　　　体　　　　名
1～3 パッチワーク菜の花
3～4 飯山市書道協会
5～6 飯山市水墨画協会
7～8 飯山日本画協会
9～10 和紙ちぎり絵寒椿
11～12 パッチワーク菜の花、パッチワークひまわり

現在は、昨年から引き続いて「パッチワーク菜の花」の方の
作品を展示しています。3月10日まで展示してありますので、
ぜひご覧ください。

て
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

 『
見
守
り
と
う
ど
衆
』
の
活
動

住
み
慣
れ
た
場
所
で

誰
も
が
安
心
住
民
同
士
の
支
え
合
い

　

飯
山
市
社
会
福
祉
協
議
会
で

は
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
誰
も
が

安
心
し
て
生
活
が
送
れ
る
よ
う

に
、
住
民
同
士
の
支
え
合
い
の
地

域
づ
く
り
を
目
指
し
て
隣
組
長
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
に
ご
協
力
い

た
だ
き「
見
守
り
と
う
ど
衆
の
家
」

の
表
札
を
掲
げ
、「
見
守
り
と
う

ど
衆
」
と
し
て
活
動
を
お
願
い
し

て
い
ま
す
。

　
「
見
守
り
と
う
ど
衆
」
の
皆
さ

ま
に
は
市
役
所
か
ら
の
広
報
な
ど

令和２年３月１日（日）
13：30～15：30

飯山市公民館　講堂

 見守りとうど衆
     研修会のお知らせ

の
配
布
の
際
や
、
日
常
的
な
関
わ

り
の
中
で
、
何
か
お
気
づ
き
の
場

合
に
、
区
長
・
民
生
委
員
を
通
じ

て
、
飯
山
市
や
社
会
福
祉
協
議
会

へ
連
絡
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

3
月
に
は
「
見
守
り
と
う
ど
衆

研
修
会
」
を
開
催
予
定
で
す
。

　

住
民
同
士
の
支
え
合
い
活
動
で

あ
る
「
見
守
り
と
う
ど
衆
」
の
活

動
に
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

「引きこもりの理解と
対応について」

日 時

場 所

演 題

講 師

東口メンタル
クリニック
院長  
   鷲塚 輝久 氏

湯
の
入
荘
芸
術
日
和

同
好
会
発
表
会

&
囲
碁
大
会囲碁大会

芸能大会



知

　 

施 設 名 等 ご　　芳　　名 内　　容　　等

飯山学園

ナルク飯山 様 日中保育

ALT 様 子どもたちとの
交流

飯山地区
更生保護女性会 様 日中保育

常岩の里
ながみね

竹松 恵里 様 合唱指導

上松 潤 様 飾り花サークル
ボランティア

田中 さと子 様
ときわひろば
ボランティアフレッシュばぁず 様

お話バケット 様
村田 久子 様 シブガキ応援隊

デイサービス
ゆきつばき

しゅがーず 様 ハーモニカ演奏

あけぼの会 様 古新聞で
ゴミ袋作り

中央幼稚園 様 ダンス、歌
プーさんとリトルミー 様 オカリナ演奏

デイサービス
常盤

戸狩保育園 様 ダンス、肩たたき

田中 克巳 様 キーボード演奏、
歌

プーさんとリトルミー 様 オカリナ演奏
デイサービス
外様

いずみだい保育園 様 リズム、交流
清水 哲夫 様 尺八演奏

デイサービス
瑞穂

藤の会 様 踊り
オカリナサークル
おたまじゃくし 様 オカリナ演奏

3435社協だより/20.1

令和元年11月 21日～令和元年12月 20日分
知知知知知

お知らせと募集
このページに関するお問い合せ・お申し込みは、飯山市社会福祉協議会☎62-2840まで

ご寄附・ご訪問
いつもありがとうございます

ご　寄　附
ご　　芳　　名 物　品・金　額 備　　　考
北畑のお地蔵さま 670 円 ご寄附

善意銀行
相澤 はま江 様 くず入 ご寄附
下水沢長寿会 様 1円玉 (3,672 円 ) ご寄附

湯の入荘
市ノ口松葉会 様 1円玉 (3,164 円 ) ご寄附
匿名 様 1円玉 (1,046 円 ) ご寄附

小池 仁子 様 フリーマーケット用品
ご寄附

仲條 様 ポータブルトイレ
ご寄附

デイサービス
ゆきつばき

株式会社 梓 様 ハム肉 ご寄附 飯山学園
ご　訪　問

施　設　名　等 ご　　芳　　名 内　　容　　等

飯山児童クラブ 飯山高校 JRC 様 子どもたちとの
交流

瑞穂児童クラブ 吉原 光恵 様 本の読み聞かせ

湯の入荘

玉泉道場 様 剣詩舞

桑原 米子 様 作品展示
( 日本画ほか )

田中 愛子 様 作品展示
（ちぎり絵 3点）

鷲森 則子 様
作品展示
(ちぎり絵、水墨画、
干支の置物 )

宮澤 さか江 様 作品展示
( 干支の置物 )

日 曜 地　　区

１ 土
顔戸 8：40
中曽根・中条・法寺 8：50、尾崎
上水沢 9：00、大池、下水沢、大塚
（1回目）

4 火 戸狩 8：50（2便カラオケ）
5 水 大久保 8：50

6 木 堀之内 9：00
五束・柳沢 9：05、小境 9：10

7 金 曙町 8：50、奈良沢 8：55
上倉 9：00、肴町・福寿町

8 土
荒舟 8：45
新田・深沢・上組 8：55
北組 9：00、中町 9：05、北畑 9：10

12 水 小沼 8：50、戸隠 9：00
柳新田 9：05

13 木 今井 9：00

14 金 栄町 9：00、新町 9：05
上町・鉄砲町 9：10、本町

15 土 西大滝 8：45、藤沢 8：55、桑名川
上野 9：10、大倉崎

18 火 湯の入健康教室（2便カラオケ）

19 水
山岸 8：45、其綿 8：50
吉・安田・上新田 9：00
野坂田 9：10

20 木
北原 8：45
柏尾・小菅・針田・関沢 9：00
戸那子 9：05
中組・富田・福島 9：10、神戸

21 金
中谷 8：45、大川 9：00
市ノ口 9：10、
神明町・愛宕町・田町・北町

22 土 第 3回カラオケ体会
25 火 湯の入健康教室

26 水
四ツ屋 8：45、
山口・藤ノ木・小佐原 8：55、
南条、上新田・笹川 9：00

27 木
上境 8：40、羽広山 8：55
温井・三郷 9：00、曽根、蕨野 9：10
瀬木・五荷・北条 9：15 、大深

28 金
顔戸 8：40
中曽根・中条・法寺 8：50、尾崎
上水沢 9：00、大池、下水沢、大塚
（２回目）

29 土 下木島 8：50、坂井 8：55
天神堂 9：00

お問い合せ：湯の入荘　☎ 65-3312

　 　会場：飯山市福祉センター ( 本町 )

ふれあい相談
毎週水曜日
9：00 ～ 12：00 要予

約

総合相談
 2 月 20 日（木）
　9：00 ～ 15：00 予約

不要

弁護士による無料法律相談
11：00 ～ 15：00

　相談は行政、女性、人権、家庭、法律相談など無料でご相談いただけます。

・
は
や
ば
や
と
年
越
し
そ
ば
が
と
ど
き
け
り

・
朝
夕
は
寒
く
な
り
て
厚
着
す
る

・
夕
暮
れ
も
早
く
な
り
て
冬
近
し

・
若
き
日
の
友
に
出
会
い
て
な
つ
か
し
い

・
寝
返
り
を
う
ち
て
数
え
る
五・七・五

飯
山　
　

石
沢　
タ
ツ
エ

・
寅
さ
ん
の
は
な
し
耳
向
け
冬
の
暮

・
富
士
山
に
合
掌
を
し
て
初
湯
か
な

・
湯
豆
腐
や
旅
の
終
は
り
の
あ
ら
し
山

東
京
都　
　
阿
部　
つ
ぎ
を

・
庭
の
木
々
雪
よ
り
守
る
雪
囲
ひ

師
走
の
仕
事
は
よ
う
や
く
終
り

・
新
年
に
亡
き
父
母
祖
父
母
の
仏
壇
に

感
謝
の
心
深
く
合
掌
せ
り

飯
山　
　
　

丸
山　

昌

「雪掘りとうど塾」を開催します
　飯山市社会福祉協議会では、毎
年「雪掘りとうど塾」を開催して
います。市内外、県内外より参加
者を募集し、除雪活動を体験し、
雪国の暮らしや飯山市の風土を
知ってもらう場を提供し、地域を超えた助け合いの活動を進めています。

【日 時】令和 2年 2月 15 日（土）～ 2月 16 日（日）
【活 動 範 囲】柳原地区、富倉地区、外様地区、常盤地区
【お問い合せ】飯山市社会福祉協議会　地域福祉係まで

主な参加対象　☆豪雪地域との交流に関心のある方
　　　　　　　☆除雪ボランティア、災害ボランティアに関心のある方
　　　　　　　☆雪国に住みたいと思っている方、雪が好きな方

】令和 2年 2月 15 日（土）～ 2月 16 日（日）

開所日ご案内
（1月15日～ 2月 29日）

1月：18日（土）、20日（月）、27日（月）
2月：3日（月）、10日（月）、17日（月）
　　　29日（土）

結婚相談所
いいやま出会いサポートセンター

【対 象 児 童】小学生  ※健康な状態であること。（ケガ等は受入れ可能）
【預かり場所】飯山市福祉センター
【預かり時間】原則 8：00 ～ 18：00
【利 用 料 金】1時間あたり 600 円（ただし 8：30 ～ 17：00）
　　　　　     それ以外の時間帯については 1時間あたり 650 円
【利 用 方 法】下記まで問い合せください
【問い合わせ】飯山市社会福祉協議会事務局　☎ 62-2840

　インフルエンザの流行などで学校が学級閉鎖したけれど、保護者が就
労のため児童を預かる者が誰もいない場合など、子育てする方の緊急時
に児童をお預かりします。

知

2月：3日（月）、10日（月）、17日（月）

時間はいずれも午前9時～ 12時、午後13時～ 16時です。
相談には事前の予約が必要です。（☎62-7030）

今
月
の

皆
さ
ま
の
投
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

 

〒
３
８
９-

２
２
５
３ 飯

山
市
大
字
飯
山
１
２
１
１-

１

　

社
会
福
祉
法
人 

飯
山
市
社
会
福
祉
協
議
会　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
「
今
月
の
歌
」
係 

宛

飯
山　
　
　

丸
山　

昌
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

昨
年
は
飯
山
高
校
が
初
の
甲
子
園
出
場

と
い
う
快
挙
を
成
し
遂
げ
、
市
民
に
夢
と

希
望
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　
一
方
、
台
風
第
19
号
災
害
に
よ
り
生
活

が
一
変
さ
れ
た
市
民
の
皆
様
も
多
く
お
い
で

に
な
る
こ
と
か
ら
、
今
年
こ
そ
は
平
穏
な

年
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
心
か
ら
願
っ
て
い
ま

す
。

　

令
和
２
年
を
迎
え
市
政
の
課
題
も
山
積

み
で
あ
り
ま
す
が
、
議
会
と
し
て
市
民
の

負
託
に
応
え
る
べ
く
、
多
く
の
課
題
に
し
っ

か
り
と
前
向
き
に
取
り
組
ん
で
ま
い
る
所

存
で
あ
り
ま
す
。

　
一
部
に
議
会
の
活
動
が
見
え
な
い
と
の
ご

意
見
も
あ
り
ま
す
が
、
議
員
個
々
で
は
な

く
議
会
活
動
を
通
じ
て
市
民
の
皆
さ
ん
と

対
話
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
議
会
で
は
活
性
化
特
別
委

員
会
の
中
に
二
つ
の
分
科
会
を
立
ち
上
げ
、

鋭
意
検
討
を
重
ね
て
い
ま
す
。
活
性
化
に

向
け
て
取
り
組
む
項
目
が
だ
い
ぶ
固
ま
っ

て
き
ま
し
た
の
で
、
新
年
度
か
ら
可
能
な

も
の
か
ら
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
活
性
化
特
別
委
員
会
で
は
、
議

会
基
本
条
例
の
制
定
に
も
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
議
会
活
動
、
議
員
活
動
の
基
本
と

な
る
条
例
の
も
と
、
議
員
全
員
で
議
会
と

し
て
の
活
動
を
し
、
情
報
発
信
を
行
っ
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。　
　

　

議
長
と
い
た
し
ま
し
て
、
市
民
の
皆
様

が
議
会
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
け
る
よ

う
な
取
り
組
み
を
先
頭
に
立
っ
て
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
理
解

と
ご
支
援
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

結
び
に
、
本
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て

よ
り
良
い
年
に
な
り
ま
す
よ
う
、
皆
様
の

ご
健
勝
を
心
か
ら
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年

の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

議長　渋川芳三

　
12
月
定
例
会
は
、
12
月
３
日
か
ら
20
日
ま
で
の

18
日
間
の
日
程
で
日
程
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
本
定
例
会
で
は
、
令
和
元
年
度
補
正
予
算
案
お
よ

び
専
決
処
分
の
承
認
や
条
例
案
が
提
出
さ
れ
、
あ
わ

せ
て
37
件
の
議
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。　

　
最
終
日
の
本
会
議
に
お
い
て
は
、
各
常
任
委
員
長

か
ら
付
託
さ
れ
た
議
案
等
の
審
査
結
果
の
報
告
を
行

い
、採
決
の
結
果
、審
議
さ
れ
た
議
案
は
す
べ
て
可
決・

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
議
会
運
営
委
員
会
か
ら
「
地
域
医
療
を
守

る
こ
と
を
求
め
る
意
見
書
」
お
よ
び
「
千
曲
川
・
信

濃
川
（
飯
山
・
中
里
間
）
の
「
中
抜
け
区
間
」
の
解

消
に
向
け
た
見
直
し
を
求
め
る
意
見
書
」
が
提
出
さ

れ
、
採
決
の
結
果
、
全
員
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

◇ 令和元年 12月定例会で審議された議案等 ◇

【補正予算案10件】
◇令和元年度　飯山市一般会計 2件・各特別会計７件・水道事業会
　計補正予算
【条例案６件】
◇飯山市会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例
◇地方公務員法及び地方自治法の一部を改正する法律の施行に伴う
　関係条例の整備に関する条例
◇成年被後見人等の権利の制限に係る措置の適正化等を図るための
　関係条例の整備に関する条例
◇一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例
◇飯山市若者・定住住宅条例の一部を改正する条例
◇飯山市水道条例の一部を改正する条例
【事件案21件】
◇市道路線の認定について
◇市道路線の廃止について
◇市道路線の変更について
◇専決処分事項の承認を求めることについて
　【令和元年度　飯山市一般会計４件・各特別会計 10件・水道事業
　  会計補正予算】
◇専決処分事項の承認を求めることについて
　【飯山市介護保険条例の一部を改正する条例】・
　【飯山市台風第19号災害被災者に対する市税の減免に関する条例】
◇工事請負契約の締結について

＊「長」は委員長のため委員会での表決権はありません。
＊「ー」は別委員会のため表決権はありません。賛否が分かれた議案の表決結果

○＝賛成　　●＝反対
　

議
案
番
号　

　政新会　 明日の
飯山

日本
共産党 絆  緑新会       

　

議
決
結
果　

吉
越
利
明

水
野
正
彦

岸
田
眞
紀

西
澤
一
彦

山
﨑
一
郎

飯
田
健
一

松
本
淳
一

市
川
久
芳

渡
辺
美
智
子

小
林
喜
美
治

高
山
恒
夫

上
松
永
林

佐
藤
正
夫

久
保
田
幸
治

石
田
克
男

98 令和元年度飯山市一般会計補正予算（第９号）
委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ 長 ○ ○ ○ ○ 可決
本会議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

106 令和元年度飯山市水道事業会計補正予算（第３号）
委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ 長 ○ ○ ○ ○ 可決
本会議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

107 飯山市会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例
委員会 － ○ － ○ 長 － ○ － ● － ○ － ○ － ○ 可決
本会議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ 可決

108 地方公務員法及び地方自治法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整備に関する条例
委員会 － ○ － ○ 長 － ○ － ● － ○ － ○ － ○ 可決
本会議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ 可決

110 一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例
委員会 － ○ － ○ 長 － ○ － ○ － ○ － ○ － ○ 可決
本会議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

117 専決処分事項の承認を求めることについて【令和元年度飯山市一般会計補正予算（第6号）】
委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ 長 ○ ○ ○ ○ 承認
本会議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承認

122 専決処分事項の承認を求めることについて【令和元年度飯山市一般会計補正予算（第７号）】
委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ 長 ○ ○ ○ ○ 承認
本会議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承認

129 専決処分事項の承認を求めることについて【令和元年度飯山市水道事業会計補正予算（第２号）】
委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ 長 ○ ○ ○ ○ 承認
本会議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承認

130 専決処分事項の承認を求めることについて【令和元年度飯山市一般会計補正予算（第８号）】
委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ 長 ○ ○ ○ ○ 承認
本会議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承認

133 令和元年度飯山市一般会計補正予算（第１０号）
委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ 長 ○ ○ ○ ○ 可決
本会議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

会派名
・
議員名

議 案 等 名

請願 件　　　名 提 出 者 委員会 本会議

5 「へき地教育振興法に鑑み、へき地手当等支給率を近隣県並みの水準
に戻すこと」を長野県知事に求める請願 飯山市教職員組合 継続審査 継続審査

6 エネルギーの地産地消を進めることの請願 なくそう原発飯水岳北の会 不採択 不採択

◎請願の審議結果
12 月 定 例 会 概 要

◎意見書の審議結果

意見書第5号　　地域医療を守ることを求める意見書　　　　　　　　　　　　　　 可決(全員一致）　
　厚生労働省は、地域医療構想の実現のため再編・統合が必要と判断した病院名を公表した。この中には飯山赤十字病院も含まれて
おり、市民に今後の地域医療に対する不安を抱かせることとなっている。公表された病院は全国一律の基準により選定され、当地域が
中山間地を多く抱えていることや豪雪地であることなどの地域の特性は全く考慮されていない。
　全国的に見ても高齢化率の高い当地域において、病院機能の維持・強化は最重要課題であり、市民が安心して暮らしていくために
欠くことのできないものである。国においては、こうした地域の実情を十分に踏まえて地域医療構想の推進に努めるとともに、誰もが
住み慣れた地域で安心して医療サービスを受けられるよう地域医療を守るための支援を拡充するよう強く要請する。

意見書第6号　　千曲川・信濃川（飯山・中里間）の「中抜け区間」の解消に向けた見直しを求める意見書　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　可決(全員一致）
　千曲川は国が管理する区間の中に県が管理する、いわゆる「中抜け区間」が存在しており、長年にわたり、国の直轄管理区間に編
入するよう要望してきた。河川管理は本来、水系一貫主義が原則であり、国が責任を持って確かな治水対策を行うことが必要である。
　国においても、平成25年に閣議決定した直轄事業の対象について、地方管理道路・河川の直轄編入を含め、必要な見直しを行う
こととしているが、依然として中抜け区間は解消されていない。
　よって、国会及び政府において、河川の統一的な方針に基づく改良や維持管理、洪水対応等の適時的確な実施体制を確保するため、
千曲川、信濃川（飯山・中里間39.65km）における中抜け区間の解消に向けた見直しを早急に行うよう強く要請する。

※　以下意見書抜粋

年
頭
ご
あ
い
さ
つ



請
願
第
６
号　
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地

消
を
進
め
る
こ
と
の
請
願

◎
ま
ち
づ
く
り
課

　
　
城
山
雨
水
排
水
ポ
ン
プ
場
復
旧
事
業

に
つ
い
て
、
ポ
ン
プ
の
能
力
を
上
げ
る
こ

と
は
で
き
な
い
の
か
。

　
　

現
状
復
旧
と
な
る
た
め
、
ポ
ン
プ
能

力
は
そ
の
ま
ま
と
な
る
。

　
　

災
害
復
旧
の
規
定
で
止
水
対
策
が
認

め
ら
れ
る
の
は
浸
水
範
囲
ま
で
の
80
㌢
と

い
う
こ
と
だ
が
、
市
の
一
般
財
源
を
投
じ

て
も
、
も
う
少
し
高
く
す
る
こ
と
は
考
え

な
い
の
か
。

　
　

現
在
、
城
山
雨
水
排
水
ポ
ン
プ
場
の

ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
計
画
が
あ
る
。

千
曲
川
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
基
に
、
今
後
止

水
対
策
を
行
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
止
水

の
扉
を
設
置
す
る
に
は
建
物
の
補
強
が
必

要
と
な
る
の
で
、
今
後
の
改
築
耐
震
補
強

と
併
せ
て
検
討
し
た
い
。

◎
上
下
水
道
課

　
　
飯
山
公
共
下
水
道
の
有
尾
中
継
ポ
ン

プ
場
が
浸
水
に
よ
り
停
止
し
た
。
今
後
も

浸
水
が
考
え
ら
れ
る
が
そ
の
対
応
は
。

　
　

復
旧
計
画
を
国
、
県
と
協
議
し
な
が

ら
進
め
て
い
る
。
対
策
と
し
て
は
①
有
尾

中
継
ポ
ン
プ
場
の
開
口
部
へ
防
水
板
を
設

置
。
②
電
気
設
備
に
つ
い
て
は
、
地
上
部
へ

移
設
。
を
考
え
て
い
る
。

　
　
有
尾
中
継
ポ
ン
プ
場
の
浸
水
は
皿
川

の
越
水
だ
け
で
な
く
、
用
水
路
か
ら
の
流

入
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

　
　

用
水
路
に
つ
い
て
も
、
考
慮
し
な
が

ら
計
画
を
し
て
行
き
た
い
。

請
願
第
５
号　
「
へ
き
地
教
育
振
興
法
に

鑑
み
、
へ
き
地
手
当
等
支
給
率
を
近
隣
県

並
み
の
水
準
に
戻
す
こ
と
」
を
長
野
県
知

事
に
求
め
る
請
願

議
案
第
１
０
７
号　
飯
山
市
会
計
年
度

任
用
職
員
の
給
与
及
び
費
用
弁
償
に
関

す
る
条
例

議
案
１
３
０
号　
専
決
処
分
事
項
の
承
認

を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
【
令
和
元
年
度

飯
山
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
８
号
）】

議
案
１
２
３
号　

専
決
処
分
事
項
の
承

認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
【
令
和
元
年

度
飯
山
市
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
２
号
）】

議
案
第
98
号　
令
和
元
年
度
飯
山
市

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
９
号
）
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予
算
決
算
常
任
委
員
会

◎
企
画
財
政
課

　
　
ふ
る
さ
と
寄
付
金
の
返
礼
品
は
、
ど

う
い
っ
た
も
の
が
多
い
か
。

　
　

申
込
件
数
で
は
お
米
が
７
割
、
金
額

ベ
ー
ス
で
は
パ
ソ
コ
ン
が
６
割
と
な
る
。

　
　

ふ
る
さ
と
寄
付
金
推
進
事
業
で
返
礼

品
に
係
る
経
費
は
、
全
体
の
何
割
か
。

　
　

今
年
の
６
月
に
地
方
税
法
の
改
正
が

あ
り
、
総
務
省
か
ら
の
基
準
と
し
て
返
礼

品
の
調
達
に
係
る
経
費
に
つ
い
て
は
、
ふ
る

さ
と
寄
付
金
の
50
㌫
以
内
と
な
っ
て
い
る
。

◎
子
ど
も
育
成
課

　
　
特
別
支
援
教
育
支
援
員
配
置
事
業
で

外
国
籍
児
童
へ
の
学
習
支
援
員
賃
金
が
計

上
さ
れ
て
い
る
が
、
外
国
籍
児
童
数
は
ど

の
よ
う
な
状
況
か
。

　
　

飯
山
小
学
校
へ
ア
メ
リ
カ
か
ら
２
名

の
ほ
か
、
外
国
で
の
生
活
が
長
か
っ
た
児
童

数
名
、
戸
狩
小
学
校
へ
１
名
入
学
し
て
い

る
。

常任委員会議案審査 委員から出された主な質問および意見と、市からの説明について抜粋して掲載します。

◎
農
林
課

　
　

稲
わ
ら
処
分
委
託
料
と
し
て

２
３
０
０
万
円
、
稲
わ
ら
撤
去
費
補
助
金

と
し
て
７
０
０
万
円
の
補
正
と
な
る
が
、

委
託
と
は
ど
こ
へ
委
託
す
る
の
か
。

　
　

集
積
所
に
ま
と
め
て
あ
る
稲
わ
ら
を

産
業
廃
棄
物
業
者
へ
委
託
し
処
分
を
行
う
。

農
家
の
圃
場
か
ら
集
積
所
ま
で
は
、
農
家

自
身
で
運
ん
で
い
た
だ
き
、
そ
れ
に
対
し
て

補
助
金
を
支
払
う
こ
と
に
な
る
。

　
　
処
分
す
る
稲
わ
ら
の
量
は
。

　
　

暫
定
で
約
１
０
０
０
㎥
と
な
る
。

【
意
見
】
制
度
実
施
に
お
い
て
は
公
正
な
運

用
を
図
ら
れ
る
と
と
も
に
、
予
想
さ
れ
る

財
政
負
担
増
に
対
し
、
成
果
が
見
え
る
よ

う
な
行
政
運
営
に
努
め
ら
れ
る
よ
う
、
全

職
員
の
意
識
改
革
を
期
待
す
る
。　

予算決算常任委員会審査の様子

総
務
文
教
常
任
委
員
会

◎
総
会

　

11
月
12
日
長
野
市
を
会
場
に
、
長
野
県

特
別
豪
雪
指
定
地
帯
市
町
村
議
会
協
議
会

の
令
和
元
年
度
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、
10
市
町
村
議
会
か
ら
、
10

月
に
発
生
し
た
台
風
19
号
災
害
の
復
旧
や
、

豪
雪
地
帯
の
道
路
等
整
備
、
安
全
安
心
な

暮
ら
し
の
確
保
に
向
け
た
切
実
な
要
望
が

提
出
さ
れ
、
案
件
が
す
べ
て
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

◎
県
知
事
要
望

　

総
会
の
決
定
を
受
け
、
11
月
26
日
に
本

協
議
会
並
び
に
県
議
会
豪
雪
地
帯
対
策
促

進
議
員
連
盟
合
同
で
県
知
事
へ
の
要
望
を

行
い
ま
し
た
。

〇
飯
山
市
議
会
の
要
望
事
項

①
住
宅
除
雪
支
援
事
業
の
「
玄
関
先
除
雪
」

　
に
対
す
る
一
世
帯
当
た
り
回
数
上
限
の

　
拡
充

②
中
山
間
地
域
介
護
サ
ー
ビ
ス
提
供
体
制

　
確
保
事
業
の
創
設

③
国
道
２
９
２
号
の
古
牧
橋
の
架
け
替
え

　
促
進

④
一
般
県
道
曽
根
藤
ノ
木
線
の
早
期
改
良

　
促
進

⑤
国
道
４
０
３
号
（
中
央
橋
〜
主
要
地
方
道

　
飯
山
野
沢
温
泉
線
）
の
整
備
促
進

⑥
主
要
地
方
道
飯
山
妙
高
高
原
線
の
改
良

　
促
進

⑦
一
般
県
道
牟
礼
永
江
線
の
改
良
促
進

⑧
一
級
河
川
皿
川
堤
防
の
早
期
復
旧
と
恒

　
久
的
な
治
水
事
業
の
推
進

〇
飯
山
市
議
会
要
望
事
項
の
県
回
答

①
飯
山
市
で
実
施
し
て
い
る
「
玄
関
先
除

　

雪
」
に
つ
い
て
、
令
和
元
年
度
よ
り
住

　

宅
除
雪
支
援
事
業
と
し
て
拡
充
、
今
年

　

度
の
実
施
状
況
を
見
て
検
討
し
た
い
。

②
中
山
間
地
域
で
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
維

　

持
で
き
る
よ
う
国
の
助
成
等
の
事
業
を

　

踏
ま
え
、
新
た
な
市
町
村
支
援
事
業
を

　

検
討
し
た
い
。

③
現
在
、
ル
ー
ト
決
定
に
向
け
、
地
元
と

　
調
整
を
行
っ
て
い
る
。

④
〜
⑦
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
改
良
促

　

進
を
図
る
。

⑧
決
壊
し
た
皿
川
堤
防
に
つ
い
て
は
、
大

　

型
ブ
ロ
ッ
ク
に
よ
る
堤
防
の
盛
り
立
て

　

が
完
了
。
護
岸
を
強
化
す
る
た
め
護
岸

　

の
前
面
に
ブ
ロ
ッ
ク
を
張
る
工
事
を
実

　

施
中
。
今
後
は
、
皿
川
堤
防
の
嵩
上
げ

　
を
検
討
す
る
。

○
阿
部
知
事
よ
り
総
括
回
答

　

豪
雪
地
帯
に
住
む
皆
さ
ん
に
と
っ
て
は
、

毎
年
の
よ
う
に
大
雪
に
よ
る
災
害
に
見
舞

わ
れ
て
い
る
と
い
う
認
識
を
持
ち
な
が
ら

対
策
を
講
じ
て
い
き
た
い
。「
防
災
・
減

災
、
国
土
強
靱
化
の
た
め
の
３
か
年
緊
急

対
策
」、「
台
風
災
害
」
等
、
災
害
対
応
と

し
て
行
う
べ
き
事
業
は
多
い
。
市
町
村
と

共
に
国
に
対
し
て
、
財
源
の
確
保
も
含
め

呼
び
か
け
て
い
く
。

　

皿
川
決
壊
現
地
を
視
察
し
た
。
堤
防
の

嵩
上
げ
を
取
り
組
ん
で
い
く
が
関
係
す
る

皆
さ
ん
の
理
解
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

「
特
別
豪
雪
地
帯
で
の
安
全
安
心
な

  

　 

　
暮
ら
し
を
求
め
て
」
阿
部
知
事
へ
要
望

―
長
野
県
特
別
豪
雪
地
帯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
指
定
市
町
村
議
会
協
議
会
―

今
回
の
台
風
19
号
災
害
に
際
し
、
千
曲
川

本
川
の
対
策
を
強
力
に
進
め
て
も
ら
う
よ

う
国
へ
要
望
す
る
。

◎
県
議
会
議
長
陳
情

　

同
日
、
清
沢
県
議
会
議
長
へ
陳
情
を
行

い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
県
議
会
11
月
定
例
会
に
お
い
て

次
の
と
お
り
採
択
等
さ
れ
ま
し
た
。

《
採
択
》

　
・
豪
雪
地
帯
の
道
路
整
備
等
に
つ
い
て

　
・
災
害
復
旧
に
つ
い
て

　
・
豪
雪
対
策
事
業
の
充
実
に
つ
い
て

《
継
続
審
査
》

　
・
中
山
間
地
域
に
お
け
る
訪
問
介
護

　
　
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
つ
い
て

※この協議会は、積雪が特に多く、積雪により住民の生
活に著しい支障を生ずる地域として国から特別豪雪地帯
に指定された県内10市町村の議会で構成され、緊密に
連携して雪害対策等の推進を図ることを目的として活動
しています。会長は飯山市議会議長が務めています。

元年度協議会総会

県議会清沢議長へ陳情書を手渡す渋川議長

問 答

問答問答

問答

問答

問答答問

問 問 答答

・
へ
き
地
教
育
振
興
法
が
施
行
さ
れ
て
か
ら

60
有
余
年
が
経
過
し
て
お
り
、
へ
き
地
の

実
情
を
調
査
研
究
す
る
必
要
が
あ
る
。
全

員
一
致
で
継
続
審
査
と
決
し
ま
し
た
。　

・
請
願
趣
旨
が
不
明
確
で
あ
る
た
め
全
員
一

致
で
不
採
択
と
決
し
ま
し
た
。

【
意
見
】
小
水
力
や
太
陽
光
発
電
、
ま
た
雪

資
源
を
利
用
す
る
な
ど
、
地
域
の
さ
ま
ざ

ま
な
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
促
進
に
つ

い
て
、
今
後
も
引
き
続
き
検
討
し
て
い
く

べ
き
。



「広報飯山あなたも広報専属カメラマンインスタグラム」の企画が始まり２回目の発表となりました。「神戸の大銀杏」を撮影した
bouze5388 さんは、中野市の方で撮影いただきました。また、「冬の信濃平」を撮影した h.takikawa さんは、神奈川県逗子から
飯山が好きで通って撮影していただいています。市内の方はもちろん、市外の皆さんのお力をいただき、飯山のすばらしい写真を
集め、SNSなどを使い、写真で飯山を知っていただける機会になればと思います。久保田

編 集 後 記

「＃広報飯山」で集まった写真の一部をご紹介します。

bouze5388　神戸の大銀杏

でつながって市報に写真を載せませんか？

あなたのご自慢の写真に「＃広報飯山」のタ
グを付けてインスタグラムにアップしてくださ
い。３・６・９・12月の 25日までに投稿さ
れた写真から数点ほど選んで掲載させていた
だきます。応募の際はホームページ記載の応
募方法や応募の注意事項をお守りください。

イ ン ス タ グ ラ ム

QR コードで
ホームページ
をチェック！

あなたも広報専属カメラマン！広報広報広報飯山

urayama_runner　朝活

h.takikawa　冬の信濃平

飯山地区　3歳３カ月

このコーナーに出てみませんか？
「わが家の人気者」に登場していただける２～ 4歳ぐらいのお子
さんを募集しています。出演していただいた方には写真をプレ
ゼント。市役所	事業戦略室	情報政策係までご連絡を！

（☎ 62-3111 内線 387）

　二人ともディズニーのアナと雪の女王が好きという双子の
菜緒ちゃんと梨緒ちゃん。
　姉の菜緒ちゃんは、歌手と病院の先生に、妹の梨緒ちゃん
は、シールが好きでシール屋さんにそれぞれなりたいと話し
てくれました。二人とも絵を書くのが好きで、特に絵の具で
書くのが好きだそうです。「おじいちゃんの影響が大きいので
は」とお母さん。「お友達を大切に、心の優しい子に育ってほ
しい」というのがご両親の願いです。

（ご両親：晴基さん、愛子さん）

わが家の 人気者

木内 梨
り お

緒ちゃん（左）菜
な お

緒ちゃん（右）


